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1910年代後半 埼玉県 銀行合同 種
武州銀行 設立 事例

清 水 太 陽

 岡田忠彦 渋沢栄一 埼玉産業銀行 銀行合同
 

本稿 弱小銀行 乱立 意味 金融構造 脆弱 時期 構造

克服 進 銀行合同 種 検討

具体的 岡田忠彦埼玉県知事 1910年代後半 進 埼玉中央銀行 設

立構想 検討 通 岡田知事 主導性 地元銀行家 主体性 中井銀行 都市銀

行 存在 前提 混濁 進展 明

埼玉中央銀行 設立構想 岡田知事 当初 思惑 実現 一

方 構想 武州銀行 設立 帰着 武州銀行 存在 後 本格化 埼玉県 銀行合同

核 武州銀行 事例 埼玉県 銀行合同 種 位置

武州銀行 事例 産業組合 機関銀行 産業銀行 先駆的 事例 捉

意味 事例

埼玉県知事 岡田忠彦 第一次世界大戦終了間際 1918 大正 7 年 3月 埼玉中央銀行

呼 新銀行 設立構想 発表 国民新聞 新銀行 公益 営利 兼

埼玉中央銀行 報道 1 公益 県下 公益 県下 産業発展

目的 新銀行 設立 県民 貯蓄思想 涵養 新銀行 県内 預

金 吸収 行 県内 既存 小資本 銀行 連絡 行 指 営利

新銀行 県下 産業 広 放資 利益 指

本稿 岡田知事 埼玉中央銀行 設立構想 検討 通 岡田知事 主導性 地元銀行
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家 主体性 中井銀行 存在 前提 混濁 進展 明

背景 弱小銀行 乱立 意味 金融構造 脆弱 時

期 構造 克服 進 銀行合同 種 検討 問題意識

本稿 理由 結論 一部 先取 ①武州銀行 設立

岡田 当初 構想 実現 ②武州銀行 存在 後 本格化

埼玉県 銀行合同 核 実際 武州銀行 1920年 1926年 間 6

行 合併

銀行合同史 本稿 対象 時期 銀行合同 第 2期
2 第 2期 第一次大戦勃発時 1914年 終了直後 1919年 1920年 春

期頃 時期 地方長官 進 管轄県下 銀行 合同 斡旋 有力銀行 建

設 尽力 点 特色 他方 地方銀行 小資本 3 経営基盤 脆

弱 依然 多 見 例 山梨県 県内 銀行数 1926年末

依然 60行余 4 銀行合同 進 地域

銀行合同 第 1期 1896年 1913年 時期 ①銀行数減少 原因 大部

分 解散 破産 廃業等 合同 部分 占 過

②合同 年々行 大 増加 傾向 見 合同 参加 銀行 極 小規

模 合同 一般的 大 重要性 有 至 特色
5 第 3期 1920年 1934年 時期 特色 ①合同数 著 増加 ②合

同 基調 銀行業務 整理縮小 ③銀行合同 政府方針 強化 6

銀行合同史 文脈 考察 佐藤政則 整理 7 加藤俊彦 8 進藤寛 9 後

藤新一 10 研究 ①都市金融 地方金融 分断性 主張 金融 二重構造

論 基 地方的合同 進行 ②次第 政府 銀行合同 斡旋 乗 出 最終的 戦時期

一県一行主義 収束 銀行合同行政 基本的流 明確 11

白鳥圭志 指摘 先行研究 12 銀行合同 大蔵省 日本銀行 政

策主体 側 銀行合同政策 対象 地方銀行 側 考察 欠

武州銀行 飯田晶夫 13 加藤隆 14 秋谷紀男 15 興味深 研究 飯田

織物金融 面 北足立郡 入間郡 郡長答申 取 上 武州銀行 設立 論

埼玉中央銀行 設立構想自体 検討 加藤 中井銀行 対

抗 視点 武州銀行 設立 論 埼玉県 地域経済 関 検討 希薄

秋谷 武州銀行 設立 基本史料 紹介 武州銀行 設立 岡田

埼玉県内 銀行家 実業家 埼玉県信用組合連合会 県信連 関与 明

岡田 埼玉中央銀行 設立構想 変容 検討
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31910年代後半 埼玉県 銀行合同 種 清水

設立構想 武州銀行 設立

研究 武州銀行 設立 埼玉県 銀行合同史 一環

視点 希薄 関 全国的 観点 武州銀行 設立 政治家

県信連 銀行家 郡長 埼玉県 地域経済 利害関係者 埼玉中央銀行 設立構

想 見解 持 検討 不十分 問題 残 井上

幸治 16 埼玉県 地域 多様 地域経済 指摘

武州銀行 設立 関 多様 地域経済 様子 反映

岡田 埼玉中央銀行 設立構想 変容 検討 研究 清水太陽 研究 17

清水 北足立郡 入間郡 全郡長 答申書 取 郡長 答申書 18 変容

関 重要 役割 果 指摘 中井銀行 存在 等閑視

都市銀行 競合 視野 入 埼玉中央銀行 設立構想 論

当時 新聞記事 活用 19 本稿

先行研究 念頭 岡田知事 埼玉中央銀行 設立構想 検討 通 岡田知事

主導性 地元銀行家 主体性 中井銀行 存在 前提 混濁 進展

明

  

  

岡田忠彦知事 略歴 述 岡田 岡山県岡山 1878 明治

11 年 生 東京帝国大学 東京大学 卒業後高等文官試験 合格 1903年 4月 内務

省 入省 20 1915年 東京府 東京都 内務部長 1916年 10月 第 17代埼玉

県知事 就任 第二次世界大戦終戦時 鈴木貫太郎内閣 厚生大臣 務

岡田 第一次世界大戦 中 民本主義的傾向 国家主義的傾向 現 考

民本主義的傾向 官僚 軍閥 財閥 専制的 政治 行 政治 関

打破 民衆 世論 基 公開的 政治 行 国家主義的傾向 各

人 各々其国 負担 21 岡田 2 傾向 矛盾 考

2 傾向 調和 重要 考 22 岡田 健全 民意 助長

地方自治 振興 民衆 町村 負担 責務 自覚

結果的 民衆 国家主義的傾向 持 考

岡田県政 1919年 6月 柱 埼玉県内 産業振興

岡田 集合的経済 実現 重要視 小山博也 集合的経済
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統一的合同的 経済的社会的運営体制 23 小山 具体的 何 指

述 岡田県政 中身 判断 埼玉県内 各地域 利害関

係 乗 越 大同団結 埼玉県 産業振興 実現 指 解釈

岡田 手段 教育 振興 治水計画 確立 勧業 奨励 力点 置

教育 振興 浦和高等学校 埼玉大学 誘致 治水計画 確立 13河川 改修計画 立案

工事着手 結実 勧業 奨励 生糸販売利用組合連合会埼玉社 設立 結実 小山

｢岡田県政｣ ｢地方自治体 中央政府 単 下請機関 考 点 明

治時代 地方長官 趣 異 24 評価 岡田県政 背景

政友会 積極主義 影響 25

以上 踏 既存銀行 合同 埼玉中央銀行 設立構想 埼玉県内 産

業振興 岡田 集合的経済 実現 一環 行 位置

岡田 1917年 11月 埼玉県議会 1918年度 予算案 関 説明 行 岡田 第一

次大戦期 好況 戦争 得 僥倖 過 一時的 考 26 大戦

後 世界経済 波瀾 曲折 有様 想像 吾々 警戒 27 認識

対策 必要 事業 洗 出 改革 断行 民力 根帯 培 以 他日 経済

戦 於 社会 闊歩 云 基礎 確立 28 急務 見解 示

岡田 大戦景気 反動 危惧

  

次 埼玉県 金融構造 検討 1917年末時点 埼玉県内 本店 有 銀行

挙 表 1

表 1　埼玉県内 本店 有 銀行一覧 1917年末時点 単位 円

番号 種別 銀行名 所在地 創立年月 資本金 払込資本金

1 普通 第八十五銀行 入間郡川越町 1878年 5月 1,000,000 800,000

2 普通 黒須銀行 入間郡豊岡町 1900年 2月 700,000 325,000

3 農工 埼玉農工銀行 北足立郡浦和町 1898年 4月 600,000 600,000

4 普通 深谷銀行 大里郡深谷町 1896年 3月 500,000 350,000

5 普通 所澤銀行 入間郡所澤町 1893年 2月 500,000 300,000

6 貯蓄 川越貯蓄銀行 入間郡川越町 1896年 9月 500,000 290,000

7 普通 川越渡邊銀行 入間郡川越町 1913年 8月 500,000 250,000

8 普通 飯能銀行 入間郡飯能町 1901年 10月 500,000 125,000
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9 普通 所澤商業銀行 入間郡所澤町 1895年 11月 300,000 300,000

10 普通 本庄商業銀行 児玉郡本庄町 1894年 12月 300,000 150,000

11 普通 西武商工銀行 秩父郡秩父町 1896年 9月 300,000 150,000

12 普通 入間銀行 入間郡入間川町 1893年 12月 225,000 131,250

13 普通 秩父銀行 秩父郡秩父町 1894年 7月 200,000 200,000

14 普通 川越商業銀行 入間郡川越町 1896年 7月 200,000 200,000

15 普通 寄居銀行 大里郡寄居町 1897年 3月 200,000 146,000

16 普通 熊谷銀行 大里郡熊谷町 1894年 7月 200,000 140,000

17 普通 深谷商業銀行 大里郡深谷町 1901年 4月 200,000 140,000

18 普通 栗橋銀行 北葛飾郡栗橋町 1898年 7月 150,000 100,000

19 普通 浦和商業銀行 北足立郡浦和町 1900年 5月 150,000 75,000

20 普通 壬子銀行 入間郡越生町 1909年 2月 150,000 66,000

21 普通 鴻巣銀行 北足立郡鴻巣町 1916年 8月 150,000 37,500

22 普通 越生銀行 入間郡越生町 1897年 1月 120,000 99,000

23 普通 加須銀行 北埼玉郡加須町 1897年 3月 120,000 75,000

24 普通 忍商業銀行 北埼玉郡忍町 1896年 4月 100,000 100,000

25 普通 鈴木銀行 南埼玉郡越 谷町 1897年 12月 100,000 100,000

26 普通 大宮商業銀行 北足立郡大宮町 1898年 3月 100,000 100,000

27 普通 小川銀行 比企郡小川町 1884年 4月 100,000 85,000

28 普通 小鹿野銀行 秩父郡小鹿野町 1896年 5月 100,000 82,000

29 普通 比企銀行 比企郡小川町 1884年 8月 100,000 77,500

30 普通 熊谷商業銀行 大里郡熊谷町 1900年 8月 100,000 70,000

31 普通 粕壁銀行 南埼玉郡粕壁町 1895年 12月 100,000 60,000

32 普通 武蔵松山銀行 比企郡松山町 1900年 3月 100,000 60,000

33 普通 武毛銀行 秩父郡下吉田村 1899年 1月 100,000 40,000

34 普通 杉戸銀行 北葛飾郡杉戸町 1900年 2月 100,000 40,000

35 普通 宝珠花銀行 北葛飾郡宝珠花村 1900年 5月 100,000 35,000

36 普通 羽生銀行 北埼玉郡羽生町 1898年 11月 80,000 80,000

37 普通 桶川銀行 北足立郡桶川町 1900年 5月 80,000 30,000

38 普通 狭山銀行 入間郡三 島村 1899年 4月 75,000 28,750

39 普通 扇町屋銀行 入間郡坂戸町 1884年 3月 70,000 70,000

40 普通 騎西銀行 北埼玉郡騎西町 1898年 7月 70,000 53,900

41 普通 大門銀行 北足立郡大門村 1900年 4月 60,000 27,000

42 普通 菖蒲銀行 南埼玉郡菖蒲町 1898年 8月 50,000 40,000

43 普通 久喜銀行 南埼玉郡久喜町 1898年 3月 50,000 30,000
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44 貯蓄 入間川貯蓄銀行 入間郡入間川町 1900年 6月 50,000 30,000

45 貯蓄 忍貯金銀行 北埼玉郡忍町 1897年 12月 50,000 12,500

46 普通 丸保銀行 児玉郡児玉町 1895年 11月 30,000 30,000

47 貯蓄 大宮貯金銀行 秩父郡秩父町 1897年 4月 30,000 30,000

48 普通 武蔵銀行 入間郡飯能町 1898年 4月 30,000 30,000

49 貯蓄 氷川貯蓄銀行 北足立郡大宮町 1898年 11月 30,000 30,000

50 普通 橋本銀行 入間郡南古谷村 1900年 8月 30,000 21,000

51 貯蓄 埼玉貯蓄銀行 児玉郡本庄町 1895年 12月 30,000 15,000

52 貯蓄 熊谷貯蓄銀行 大里郡熊谷町 1895年 12月 30,000 15,000

53 貯蓄 明治貯蓄銀行 南埼玉郡粕壁町 1896年 4月 30,000 15,000

54 貯蓄 所澤貯蓄銀行 入間郡所澤町 1898年 4月 30,000 15,000

55 貯蓄 川越貯金銀行 入間郡川越町 1898年 10月 30,000 15,000

56 普通 共榮銀行 北足立郡槇水村 1900年 10月 30,000 10,500

57 貯蓄 飯能貯蓄銀行 入間郡飯能町 1897年 9月 30,000 7,500

58 貯蓄 桶川貯蓄銀行 北足立郡桶川町 1901年 2月 30,000 7,500

出所 埼玉県史編纂室編 1917年埼玉県統計書第 3巻 埼玉県庁 203 207頁 作成
備考 貯蓄 兼営 普通銀行 合名会社 合資会社 表

最 資本金 大 銀行 第八十五銀行 100万円 一方 資本金 10万円以下

銀行 35行 達 全体 60 占 数字 埼玉県 金融構造 脆弱

所在地 見 19行 入間郡 集中 最多 次 9行

北足立郡 集中

当時 埼玉県 有力 銀行 中井銀行 第八十五銀行 中井銀行 東京 本店

支店 埼玉県内 中井銀行 資本金 100万円 第八十五銀行 同額

中井銀行 埼玉県東部 ｢御用預金｣ 扱 第八十五銀行 埼玉県西部 ｢御用預

金｣ 扱 29 県内 ｢御用預金｣ 両行 二分 事実 県 全域

銀行 不在 意味 後 県内 代表 銀行 第八十五銀

行 忍商業銀行 飯能銀行 30 表 1 見 飯能銀行 資本金 50万円

忍商業銀行 10万円 時期 県内 代表

銀行 言

銀行業 関 埼玉県下 銀行 概観 結果 拾萬圓以下 小資本 有 居

少 31 憂慮 状態 明 岡田 僅 10万円以下 資

本金額 大 事業 難 考 県内 本店 持 銀行 段々時

運 応 合同 其基礎 益々強固 必要 認識 示 表 1 表 2
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見 既述 県内 本店 有 銀行 総 資本金額 小 銀行数 58行

資本金 10万円以下 銀行 35行 全体 60 占

表 2　1917年末時点 県内銀行資本金別階層

資本金 銀行数

100万円以上 1

50万円以上 100万円未満 7

30万円以上 50万円未満 3

20万円以上 30万円未満 6

10万円以上 20万円未満 18

10万円未満 23

合計 58

出所 埼玉県史編纂室編 1917年埼玉県統計書第 3巻 埼玉県庁 203 207頁 作成

岡田 指摘 小資本 銀行 多 脆弱 金融構造 窺 岡

田 県内 各銀行 孤立 連絡 乏 営業 不利益 併 指摘
32

以上 岡田 銀行合同 必要性 感 理由 ① 大戦景気 反動 備

②当時 現状 鑑 県内 諸産業 33 大規模 資金需要 発生 時 応

③埼玉県内 小資本 銀行 多 金融構造 脆弱 ④県内 各銀行

孤立 連絡 乏

岡田 県下 既存銀行 資本金 大小 問 一挙 合同 規模 大

銀行業 基礎体力 強固 必要性 感 構想 既存銀行 合同 埼

玉中央銀行 設立構想 同時 構想 実現 既存銀行

自行 消滅 意味

岡田 埼玉県 金融構造 脆弱 改善 既存 銀行 合同 埼

玉県 金融 核 新銀行 設立 考 考 具体化

既存銀行 合同 埼玉中央銀行 設立構想

岡田 構想 意図 ①資本金 大 銀行 設立 埼玉県 産業金融

活発 県内 資金 東京 流 阻止 埼玉県 資金 流 変

②弱小銀行 淘汰 埼玉県 金融構造 強化 考

際 岡田 当然 中井銀行 強力 存在 視野 入 後 岡田 既存銀行 合

同 埼玉中央銀行 設立構想 変容 際 新 資本金 約 1,000万円 銀行 設立
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以 従来中井銀行 如 本店 東京 有 為 県下 資金 中央 吸収

弊 防 一面地方資金 融通 円滑 34 述 指摘

岡田 中井銀行 埼玉県内 集 預金 埼玉県内 運用 東京 持

東京 放資 深刻 問題 捉 都市銀行 支店 行

地方資金 流失問題 当時全国的 問題 現象
35 論点 都市銀行 支店 地方 集 資金 地方 産業

放資 際 重要視 放資 絶対量 地域

需要 応 量 放資 実際 指摘 留

実態 検討 筆者 研究課題

中井銀行 1917年末時点 資本金 100万円 貸付額 3,653万円 預金量 4,378万円

預貸率 83.4 中井銀行 支店 本店

数値 県内支店 実態 知 白鳥 貸付額 預金額

数値自体 粉飾 可能性 高 指摘 36 中井銀行 県内

支店 所在地 着目 中井銀行 県内支店 所在地 北葛飾郡 杉戸支店 南埼玉郡 岩

槻支店 粕壁支店 越 谷支店 北埼玉郡 忍支店 北足立郡 川口支店 浦和支店

7支店 37 所在地 特徴 埼玉県 東部 集中 加藤

中井銀行 埼玉 早期進出 県内 金融構造 県東部 弱体化

指摘 38 岡田 既存銀行 合同 埼玉中央銀行 設立構想 背景 既述

強力 中井銀行 存在 視野 入 存在 県内 既存銀行 地

場産業関係者 間 共有 岡田 構想 中井銀行 対抗

側面 強 持

  

  

田中四一郎埼玉県信用組合連合会 県信連 会長 森田熊吉同常務理事 町田嘉之助同会員

県信連 剰余金 預金先 求 1917年 埼玉県庁 訪 岡田 県信連 機関

銀行 埼玉産業銀行 設立 要望 背景 県信連 事業活動

関係

県信連 事業活動 ①組合員 低利 産業資金 貸 付 組合員 主

単位産業組合 構成 県信連 各産業組合 資金 貸 付 単位産業組合

県信連加入 際 県信連 出資金 払  関係 国民新聞 ｢1917年度産業
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組合低利資金 政府 埼玉県 供給 金三萬八千圓 筆者省略 同県信用組

合連合会 於 一手 借受 同会 各産業組合 貸付 事 39 ｣ 報道

②産業組合 余裕資金 預 運用 県信連 事務所 埼玉県庁内 置

営業区間 埼玉県一円 当時 埼玉県 産業組合数 1912年 324 1916

年 336 微増程度 貸付金 1912年 88万 4,800円 1916年

167万 7,500円 約 1.8倍 40 信用組合 貯金 1912年 48万 500円 1916年

117万 3,600円 約 2.4倍 41 信用組合 余裕資金 増加

様子 東京日日新聞 遊金頗 多 報道 42 県信連 課題

剰余金 安定性 確保 有利 運用 43

埼玉県 全国 早 段階 農村 中心 産業組合 普及

信用組合 数 多 1916年末 埼玉県 産業組合 数 組合種別 見

信用事業 営 組合数 308 産業組合全体数 336 対 約 91 占 44

時期 単営信用組合 兼営信用組合

産業組合 県内 代表 信用組合 汐止信用組合 例 検討 45

汐止信用組合 1903年 設立 設立 理由 汐止村 八潮市 東京市 当時

隣接 東京市 当時 影響 強 受 村民 生活 奢侈風 流 風紀 乱

傾向 強 村 弊風 防止 村民 利益 蓄積 村 再建

田中四一郎組合長 組合 資金 運用 程 設立当初 経営 非常

苦痛 46 田中 自身 懐 金 出 村吏員 勧誘 努 勤倹貯蓄 奨

励 結果 段々 経営状態 改善 汐止村 埼玉県 代表 優良 信用組合 47

1909年 全産業組合 連絡 指導 機関 大日本産業組合中央会 模範的

組合 1 表彰 受 汐止村 1911年 地方改良運動 模範村

選

   

 

埼玉県全体 信用組合 剰余金 1912年 56,840円 1915年 96,849円

1918年 162,617円 順調 増加 48 一方 ｢農村経済 振興機能 果
49 評価 不良 産業組合 原因 ①小規模産

業組合 濫立 ②農民 側 産業組合結成 意識 十分 有力 組合

指導者 欠 産業組合 多 50 産業組合間 格差 産業組

合 質 強化 課題
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以上 考察 埼玉産業銀行 設立構想 ①県信連 剰余金 預金先 ②産業組

合 質 強化 目的 既述 田中

1917年 埼玉県庁 訪問 岡田 県信連 機関銀行 埼玉産業銀行

設立 要望

田中 新 設立 埼玉産業銀行 資本金 規模 100万円程度 想定

彼 ｢埼玉産業銀行 形態 言及 理由 彼

埼玉産業銀行 産業組合 指導機関 県信連 機関銀行

主眼 置 思 時 様子 後 森田 私 1917年 田中

他 2 3人 同志達 岡田知事 我々 中央機関 出来 産業組合 指導機関 銀行

作 下 埼玉県 産業組合 中央 頼 相談 51

回想 田中 構想 国民新聞 埼玉産業銀行 報道 ,

本稿 田中 構想 埼玉産業銀行 設立構想 呼 報道 52

岡田 埼玉中央銀行 設立構想 田中 埼玉産業銀行 設立構想 埼玉県

内 産業金融 活発 埼玉県内 産業振興 貢献 点 共通 認識 持

   

  

岡田 田中 埼玉産業銀行 設立構想 受 入 既述 自身 見解

既存銀行 合同 埼玉中央銀行 設立構想 構想 実現

綾部利右衛門第八十五銀行頭取 松岡三五郎忍商業銀行頭取 岡田健次郎大宮商業銀行取締役

斎藤安雄深谷商業銀行頭取 10数名 県下 有力銀行 首脳 招 銀行統合 協議
53 彼 埼玉中央銀行 設立 必要性 賛成 既存銀行 合同

形態 賛成 彼 埼玉中央銀行 設立 必要性 賛成

理由 銀行 地元銀行 中井銀行 対抗 銀行

理由 ①県下 有力銀行 自行 独立 捨 既存 有力銀行 弱小銀行 合同

状態 例 飯能銀行 1917年下半期

貸出 60万 9,800円 預金 80万 9,200円 54 貸出 預金 比較的順調 伸

他 銀行 合同 必要性 確 感 ②県下 有力銀行 既存銀行 合同

埼玉中央銀行 設立 場合 実態 不明 多 不安 感
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後 埼玉銀行 利根川俊吉調査役 当時 後 頭取 ｢海 山

解 銀行 入 小 方 良 言 皆尻
55 ｣ 模様 回顧 特 小 方 良 表現 県

内 銀行 実態 ③既存 銀行 地場産業 密接 関係 有

地域的 情実 容易 合同 ④大蔵省 県庁 合同 勧

奨 強制力 挙 例 佐賀県 1926年 取付 1927年 金

融恐慌 佐賀財閥 崩壊 決定的 56 1927年 佐賀県 地域 中心銀行

近隣 中小銀行 合併 県内本店銀行 普通銀行 6行 貯蓄銀行 1行 再編 計画 提

案 大蔵省 県 勧奨 強制力 単独 存続 銀行

合同 応

全県下 銀行 打 一丸 57 表現 既存銀行 合同

埼玉中央銀行 設立構想 否定

  

岡田 既存銀行 合同 埼玉中央銀行 設立構想 否定 飯野喜

四郎県会議員 県内金融機関整備 具体案 関 意見 求 58 否定 既存銀

行 合同 埼玉中央銀行 設立構想 埼玉中央銀行 設立 必要性

岡田 救

飯野 ①金融機関 検討 県内 100 余 銀行 59 小資本

力 弱 ② 現状 県産業 開発上遺憾 点 多 県

生命線 治水 完成 関 県内 融資 求 事 ③各銀行

所在地 特殊 因果関係 設立 俄 合併 企

銀行 経営者 銀行 取引 地元民 合併 望 ④県民 県内

各銀行 孤立 県内 有力 大銀行 不便 感 現状 分

析 以上 分析 小生 飯野 引用者 統一 大賛成 其実行 困難 60 見

解 示 飯野 比較的大資本 有 中井銀行 如 本県 資金 吸収

東京 経済界 放資 県内 遊資 県内 産業方面 投資

進 大東京 資本 県下 投資 61

岡田 献策 飯野 中井銀行 既述 地方資金 流出

問題 起 深刻 問題 捉

飯野 具体策 大資本 銀行 新設 将来適当 機会 既存 小

銀行 新設 銀行 合併 献策 62 飯野 新設 銀行 組織 株式
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会社 日本銀行 直接取引 行 進言 63

  

新設 埼玉中央銀行 設立構想 進言時期 検討 進言 時期

関 先行研究 年月 明言 指摘 先

行研究 解釈 遅 1917年 12月 進言 解釈

解釈 埼玉中央銀行 設立構想 関 具体案 飯野 岡田 間

意見 対立 見方 64 先行研究 1917年 12月中旬

斎藤 松岡 岡田健次郎 10数名 岡田知事 名 招致 意見 聴取 結果

既存銀行間 合併 困難 説 株式組織 大銀行 新設 賛成 飯野

案 採用 65 解釈 飯野 進言 1917年内

一方 本稿 解釈 飯野 進言 1918年 1月 2月初旬 解釈

埼玉中央銀行 設立構想 岡田 既存銀行 合同 埼玉中央銀行

設立構想 実現 重視 見方 飯野 自身 進言 岡田 反応

本年 1918年 引用者 1月知事 県下銀行統一 関 談偶々起 小生 統一 大賛

成 其実行 困難 右 付 小生 予 中央銀行設立 必要 感 其方法 斯斯

見解 述 知事 大 小生 案 喜 直 計画 述 66

岡田 飯野 県下銀行統一 関 話 持 飯野 岡田 新設

埼玉中央銀行 設立構想 進言 時期 早 1918年 1月 加

自身 案 違 面 岡田 飯野 進言 喜 理由 既存銀行 合同

形態 埼玉中央銀行 設立構想 実現 可能性 出

指摘

1918年 2月 6日 岡田 県内務部長 名 各郡長 対 新銀行設立 関

大規模 調査 実施 対 各郡 回答 郡長 答申書 答申

書 既存銀行 新設銀行 関係 項目 飯野 進言 受

入 形態 飯野 進言 行 遅 2月初旬

本稿 飯野 進言 1918年 1月 2月初旬 解釈

解釈 採用 1917年 12月 段階 岡田知事案 既存銀行 合同

埼玉中央銀行 設立構想 県内 有力銀行家 有力実業家 否定

岡田 自身 埼玉中央銀行 設立構想 多少違 埼玉中央銀行 設立
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構想自体 実現 飯野 進言 乗 以外 道 飯野 今

日 案 斯 如 小生 意見 容 積年 持論始 実行 運 至 欣

喜 堪 所 67 因 記 本銀行 小生 発意 岡田知事 金融機関 件 付

埼玉中央銀行 必要 献策 由 68 述 実際 新設 埼玉中

央銀行 設立構想 実現 考 飯野 進言 果 役割 大

埼玉県内務部 1918年 2月 6日 各郡 銀行設立 関 調査 件 69 通達

県内 各郡長 対 埼玉中央銀行 設立 関 意見 聴取 郡長

答申書 検討 別稿 行 本稿 詳 検討 行 70

以下 指摘 北葛飾郡 郡長 同郡 商工業 特 見

農業 必要 資金 産業組合地主及穀商肥料商等 一部商人 融通

銀行新設 必要 認 結論 71

他 郡 埼玉中央銀行 設立 賛成 理由 ①埼玉県 各地域

各行 地域 地場産業 関 強 競争 分立 既存銀行

同士 合同 不可能 既存銀行 資金 供給 親銀行 存在 必

要 ②各郡 好不況 差 激 ③好況 地域 地場産業

大規模 資金需要 応 既存銀行 大規模 銀行 必要 ④既

存銀行 小規模 信用力 乏 埼玉県内 支店 都市銀行 高

金利 貸出資金 供給 得 不利 状況 置 打開策 大規模

銀行 新設 安 金利 地場産業 資金 供給 必要 ⑤既存銀行 経営状

態 不振 郡 既存銀行 整理 必要 大規模 銀行 存在 必要 ⑥

郡内 一部 有力者 地元 銀行 預 入 危険視 預金 県外 流出

大規模 銀行 新設 郡内 有力者 預金 県内 戻 必要

⑦既存銀行 整理 新設銀行 県内支店 理由

   

  

1918年 8月 5日 岡田 発起人 35名 招致 発起人総会 提出 議案

附議 協議会 開催 72 席 行名 埼玉中央銀行 武州銀行 変更

提案 承認 埼玉中央銀行 行名 長 理由

協議会 武州銀行 武陽銀行 案 出 協議会 数日前

幹部就任予定者 間 武州銀行協定書 73 取 交
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武陽銀行 行名案 否定

表 3 開業当初 武州銀行 株式 500株以上保有 株主

見 各郡 万遍 株主 入 武州銀行 全県性

表 3　株式会社武州銀行株主名簿　　1919年 6月 30日時点

順位 氏名 住所 持株数 経歴 一部

1 田中五郎 入間郡 2,652 政治家

2 尾高次郎 東京府 2,000 東洋生命 株 社長

3 発智庄平 入間郡 1,600 黒須銀行頭取

4 有限責任埼玉県信用組合連合会会長　田中四一郎 北足立郡 1,100 潮止信用組合会長

4 永田甚之助 東京府 1,000 第一銀行深川支店支配人

6 斎藤秀一 比企郡 858 不明

7 船井正一 入間郡 824 不明

8 斎藤善八 南埼玉郡 800 町会議員 久喜銀行頭取

9 発智太郎 入間郡 680 黒須銀行川越支店長

10 柿原定吉 秩父郡 600 秩父鉄道社長

11 新井信太郎 北葛飾郡 570 村会議員

12 森田熊吉 比企郡 540 県信連常務理事

13 大川平三郎 東京府 501 王子製紙社長

14 渋澤同族会社社長　渋澤敬三 東京府 500 会社社長

14 西野吉蔵 北足立郡 500 埼玉織物同業組合鳩 谷区長

14 増田啓次郎 北足立郡 500 川口鋳物同業組合長

14 繁田武平 入間郡 500 黒須銀行常務取締役

14 株式会社渡邉銀行　渡邉吉右衛門 入間郡 500 呉服太物商 町会議員

14 斎藤安雄 大里郡 500 埼玉農工銀行取締役

14 橋本喜助 北埼玉郡 500 足袋製造経営者

14 渡邉湜 北葛飾郡 500 第八十五銀行取締役

出所 武州銀行 武州銀行第一期営業報告書 1919年上期 作成

武州銀行 1918年 11月 設立 1919年 1月 開業 資本金 500万円 払 込

資本金 125万円 本店 浦和 置 開業当日 預金 150万円以上 達

預金者 東京方面 預金 来 人々 武州銀行 銀行員一同昼食 食

暇 盛況 東京日日新聞 報道 74

岡田 武州銀行 設立 捉 既存
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銀行 合同 埼玉中央銀行 設立構想 岡田 理想 武州銀行 設立 現実

距離 検討 確 形態 既存銀行 一挙合同 新設 変容 余儀

本稿 考察 埼玉中央銀行 設立構想自体 実現 評

価 岡田 武州銀行 開業 直前 時期 各有力銀行 武州銀

行 適当 方法 資本 合一 計 県経済 統一 第一次世界大戦後 経営

強大 力 有 希 県下各銀行家 於 刻下経済界 大勢 鑑

速 武銀 武州銀行 引用者 中心 合併 事 希望 已 75 述

自身 埼玉中央銀行 設立構想 捨 既存銀行 合

同 埼玉中央銀行 設立構想 岡田 理想 武州銀行 設立 現実

距離 程度 評価

岡田 理想 1918年 11月 武州銀行 設立 結実 岡田 理想

実現 第二次世界大戦中 1943 昭和 18 年 7月 忍商業銀行 第八十五銀行 飯能銀行

武州銀行 合併 埼玉銀行 設立 待 武州銀

行 存在 後 本格化 埼玉県 銀行合同 核 事実 武州銀行

設立 埼玉県 銀行合同 動 拍車 実際 武州銀行 1920年

1926年 間 6行 合併 期間 平均 1年 1行 合併 非常

早 武州銀行 存在 埼玉県 銀行合同 種

  

武州銀行 設立 渋沢栄一 関与 既存 渋沢 関 研究

管見 限 知 渋沢 関与 様子 渋沢栄一翁 埼玉県 銀行 将来

憂 岡田知事 銀行合同 慫慂 具体策 指導 76 国民新聞

報道 入間郡長 答申書 新設 銀行 頭取 人選 県下 最

因縁深 渋沢男爵 如 実業界 重鎮 頭取 仰 最 必要 存 77 述

頭取 人選 株主 県内 人選 主張 斎藤詢 田島竹之

助 名前 対 岡田 必 県内 求 要 広 江湖 求

銀行業 十分 識見 経験 有 又東京方面 於 有力 銀行業者 相対 折衝 為

得 如 人物 述 78 頭取 人選 難航 79 協議会

頭取 尾高次郎 決 80 最終的 渋沢 推薦 大蔵省 日本銀行 働

渋沢 女婿 尾高次郎 頭取 据 決着 81 尾高 常務取
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締役 腹心 柴田愛蔵 据 武州銀行 渋沢 影 感 銀行 同時

中井銀行 牽制 思

岡田 渋沢 武州銀行 創立委員長 要請 渋沢 代 尾高 推薦

頭取 人選 関 大蔵省 日本銀行 尾高 推薦 82 後 埼玉銀行 長島恭

助相談役 当時 後 頭取 同銀行 武州銀行 引用者 首脳 渋沢

考 決 思 83 証言 翌日発起人会 開 会 出

席 銀行家 第一銀行 実質上澁澤 原文 男爵 銀行 以 一面 見

我 武州銀行 第一銀行 子銀行 如 関係 生 以 業務執行上直接間接 多大 便

宜 得 至 84 ｣ 述 武州銀行 第一銀行 連携 期待

表 中井銀行 牽制 有力 都市銀行 傘下 入 必要

同時 株主 納得 必要 思 表 3 株式会社武州

銀行株式名簿 見 永田甚之助 渋澤敬三 大川平三郎 株主 入 渋沢

関係者 500株以上保有 株主 占 割合 約 22

武州銀行 渋沢人脈 関係 深 感

本稿 明 武州銀行 事例 他県 事例 比較 検討 結

本稿 対象 時期 地方長官 進 管轄県下 銀行 合同 斡旋 有

力銀行 建設 尽力 時期 85 典型的 事例 岡山県 第一合同銀行 86 広島

県 芸備銀行 87 第一合同銀行 1919年 岡山県下 既存銀行 6行合同 成立

芸備銀行 1920年広島県下 既存銀行 7行合同 成立 銀行 既存銀行 一挙

合同 埼玉中央銀行 設立構想 時期 特徴 整合的 一方

武州銀行 事例 構想 否定 大資本 銀行 新設 変容

点 事例 両県 比較 埼玉県 地域 分立 激

既存銀行 合同 否定 武州銀行 各郡 地域利害 満 全県的銀行

期待 設立 表4 武州銀行株主 地域的分布 分布 見

入間郡 筆頭 各郡 満遍 武州銀行 株主
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表 4　武州銀行株主 地域別分布　　1919年 6月末日時点

住　所 持 株数 全体 占 割合 株主数 全体 占 割合 平均持 株数

入間郡 33,650 34 932 28 36

北足立郡 12,796 13 533 16 24

大里郡 12,786 13 476 14 27

北埼玉郡 10,018 10 433 13 23

比企郡 7,938 8 297 9 27

秩父郡 6,290 6 233 7 27

北葛飾郡 4,727 5 128 4 37

南埼玉郡 4,278 4 191 6 22

東京府 4,267 4 9 0 474

児玉郡 3,250 3 98 3 33

全　体 100,000 100 3,330 100 30

出所 武州銀行第一期営業報告書 1919年上期 作成

①武州銀行 設立 岡田 当初 構想 実現

②武州銀行 存在 後 本格化 埼玉県 銀行合同 核 武州銀行

事例 埼玉県 銀行合同 種 位置 武州銀行 設立 埼玉県

銀行合同 動 拍車  実際 武州銀行 1920年 1926年 間 6行 合併

期間 平均 1年 1行 合併 非常 早

武州銀行 事例 産業組合 機関銀行 産業銀行 先駆的 事例 捉
88 鳥取県 因伯産業銀行 設立 武

州銀行 設立 事例

 1  公益 営利 兼 埼玉中央銀行　岡田知事大抱負 発表 埼玉県立文書館所蔵 国民新聞 埼
玉版 1918年 3月 26日付 埼玉中央銀行　設立経過 報告 希望　岡田知事記者 語 埼玉県
立文書館所蔵 東京日日新聞 埼玉版 1918年 3月 26日付 参照

 2  金融研究会編 我国 於 銀行合同 大勢 金融研究会 1934年 42頁 参照
 3  後藤新一 銀行合同 実証的研究 日本経済評論社 1991年 3 17頁 参照
 4  池上和夫 若尾銀行 破綻 銀行動揺 石井寛治 杉山和雄編 金融危機 地方銀行 戦間期 分析

東京大学出版会 2001年 209頁 池上和夫 山梨県 日経金融新聞編 地方金融史研究会著 日本
地方金融史 日本経済新聞社 2003年 166頁 参照

 5  我国 於 銀行合同 大勢 17 19頁 参照
 6  同上 60 62頁 参照
 7  佐藤政則 日本銀行 銀行統合構想 1940 45年 伊藤正直 見誠良 浅井良夫編 金融危機

革新 歴史 現代 日本経済評論社 2000年 178頁 参照
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 8  加藤俊彦 本邦銀行史論 東京大学出版会 1957年 加藤俊彦編 日本金融論 史的研究 東京大
学出版会 1983年 参照

 9  進藤寛 国地方銀行合同政策 展開 金融経済 第 100 108 115号 1966年 12月 1968年
2月 1969年 4月 参照

 10  後藤新一 本邦銀行合同史 金融財政事情研究会 1968年 後藤新一 銀行合同 実証的研究 参照
 11  対 伊牟田敏充 経営規模 営業範囲 業務内容 普通銀行 階層性 応 展

開 重層的金融構造 論 提起 地方銀行 有力地方銀行 軸 他 金融機関 関係
連関性 明 伊牟田敏充 日本金融構造 再編成 地方銀行 朝倉孝吉編 両大戦間

金融構造 地方銀行 中心 御茶 水書房 1980年 佐藤政則 解説 重層的金融構造
仮説 巡 伊牟田敏充 昭和金融恐慌 構造 経済産業調査会 2002年 347 354頁 参照

 12  白鳥圭志 両大戦間期 銀行合同政策 展開 八朔社 2006年 銀行合同 関 代
表的 研究 朝倉孝吉編 両大戦間 金融構造 地方銀行 中心 後藤新一 銀
行合同 実証的研究 石井寛治 杉山和雄編 金融危機 地方銀行 戦間期 分析 参照

 13  飯田晶夫 地域産業金融 関 経営史的研究 武州銀行 成立 綿織物産地 國學院大学栃木
短期大学紀要 第 18号 1984年 3月 参照

 14  加藤隆 東京 中井銀行 埼玉県進出 影響 地方金融史研究 第 20号 1989年 3月 参照
 15  秋谷紀男 埼玉県銀行合同史料 1 武州銀行 創設過程 明治大学大学院紀要 第 24集 3

政治経済学篇 1987年 2月 参照
 16  井上幸治 埼玉県 経済構造 歴史的考察 明治 大正初期 埼玉県社会経済総合調査会編 埼

玉県産業金融史研究報告書 1982年 参照
 17  清水太陽 岡田忠彦 武州銀行設立構想 立教経済学論叢 第 72号 2009年 2月 参照
 18  埼玉銀行調査部編 武州銀行史 埼玉銀行 1988年 郡長 答申書 関 検討
 19  清水太陽 岡田忠彦 武州銀行設立構想 56 57頁 東京日日新聞 埼玉版 引用

 20  埼玉県教育委員会編 埼玉人物事典 埼玉県 1998年 198 199頁 清水太陽 岡田忠彦 武州
銀行設立構想 45 46頁 参照

 21  小山博也 第十七代知事　岡田忠彦 発揮 小山博也 埼玉県政 知事 歴史
的研究 新興出版社 1996年 181頁 参照

 22  小山博也 歴代県知事 人 業績 1　第十七代　岡田忠彦 埼玉県史研究 第 12号 1983

年 3月 69頁 参照
 23  同上 69頁 統一的合同的 経済的社会的運営体制 小山博也 第十七代知事　

岡田忠彦 発揮 181頁 集合的経済 表現 用 前後
文脈 照 両者 同 意味 考 良

 24  小山博也 埼玉県 政治家 埼玉県史研究 第 28号 1993年 3月 38頁 参照
 25  岡田県政 政友宣言 国民新聞 埼玉版追補 1917年 6月 19日付 埼玉近代史研

究会編 埼玉人物小百科 埼玉新聞社 1983年 74 75頁 小山博也 第十七代知事　岡田忠彦
発揮 小山博也 埼玉県政 知事 歴史的研究 177 196頁 明治大正期知事事

務引継書 9 10巻掲載知事 埼玉県教育委員会編 埼玉県史料叢書 10 下 明治大正
期知事事務引継書 3 埼玉県 2005年 31 34頁 参照

 26  埼玉県議会図書室所蔵 埼玉県会会議録 1917年 埼玉県議会 21頁 参照
 27  同上 22頁 参照
 28  同上 23頁 参照
 29  第八十五銀行 関 佐々木寛司 ｢川越第八十五国立銀行 創設過程｣ 地方史研究 第 32巻第

3号 1982年 6月 邉英治 健全経営 銀行 歴史的考察 1900 1935年 第
八十五銀行 手 横浜国際社会科学研究 第 14巻第 5号 2010年 1月 加筆 後 邉
英治 第八十五銀行 金融 1900 1935年 粕谷誠 伊藤正直 齋藤憲編 金
融 変遷 明治 高度成長期 日本経済評論社 2010年 所収 参照
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 30  忍商業銀行 関 飯田晶夫 ｢忍商業銀行史｣ 埼玉県社会経済総合調査会編 埼玉県金融史
埼玉県金融史編纂事業調査研究報告書 埼玉県社会経済総合調査会 1982年 飯能銀行 関
竹内良夫 ｢飯能銀行史｣ 埼玉県金融史 埼玉県金融史編纂事業調査研究報告書 参照

 31  同上 52頁 清水太陽 岡田忠彦 武州銀行設立構想 50頁 参照
 32  県下各銀行 合同 県経済 統一 計 岡田本県知事 談 国民新聞 埼玉版 1919年 1

月 17日付 参照
 33  当時 埼玉県 経済構造 井上幸治 埼玉県 経済構造 歴史的考察 明治 大正初期

埼玉県産業金融史研究報告書 参照
 34  秘密会議 内容 大銀行設立 前提 東京日日新聞 埼玉版 1918年 3月 16日付 銀行設

立凝議 国民新聞 埼玉版 1918年 3月 16日付 加藤隆 東京 中井銀行 埼玉進出 影響
33頁 清水太陽 岡田忠彦 武州銀行設立構想 56頁 参照

 35  地方資金 流失問題 関 都市銀行 支店 預貸率 低 論拠 用
白鳥圭志 両大戦間期 銀行合同政策 歴史的諸前提 白鳥圭志 両大戦間期 銀行合
同政策 展開 49 56頁 参照 白鳥 指摘 金利 問題 明示的 取
上 実態 解明 言 難

 36  白鳥圭志 中井銀行 破綻過程 白鳥圭志 両大戦間期 銀行合同政策 展開 374頁 参照
 37  加藤隆 東京 中井銀行 埼玉進出 影響 31頁 参照
 38  同上 47頁 参照
 39  低利資金 付 国民新聞 埼玉版 1918年 3月 7日付 参照
 40  1916年埼玉県統計書第 3巻 209 212頁 参照
 41  同上 213頁 参照
 42  信用組合聯合会 成績 東京日日新聞 埼玉版 1918年 1月 10日付 参照
 43  大正期 県内 産業組合信用事業 推移 関 清水太陽 岡田忠彦 武州銀行設立構想

49頁 表 3 参照
 44  埼玉県県史編纂室編 1916年埼玉県統計書第 3巻 埼玉県庁 1918年 210 211頁 参照

清水太陽 岡田忠彦 武州銀行設立構想 49頁 表 3 本稿 組合員数 異 後者 組合
数種別 数値 対 前者 組合出資口数金額及積立金 調査組合数 数値

 45  以下 八潮市編 田中四一郎演述集 八潮市史調査報告書 8 八潮市 1983年 11 13頁
181 184頁 白戸伸一 近郊農業 信用組合 汐止村 事例 若干 検討 八潮市史研究
第 5号 1984年 6月 179 198頁 参照

 46  田中四一郎演述集 八潮市史調査報告書 8 253 275頁 埼玉県教育委員会編 埼玉人物事典
515 516頁 清水太陽 岡田忠彦 武州銀行設立構想 47頁 参照

 47  他 例 深谷信用組合 深谷信用組合 産業組合中央会編 市街地 於
信用組合実例　第 2輯 産業組合中央会 1917年 22 27頁 参照

 48  1916年埼玉県統計書第 3巻 214頁 参照
 49  松井一郎 埼玉県産業組合発達史 埼玉県金融史 埼玉県金融史編纂事業調査研究報告書 551

頁 参照
 50  同上 548 550頁 参照
 51  森田熊吉氏 武州銀行 聴 埼玉銀行調査課 日時 1963年 8月 28日 4頁 埼玉銀

行史料 383 清水太陽 岡田忠彦 武州銀行設立構想 48頁 参照
 52  大銀行設立具体案 国民新聞 埼玉版 1918年 3月 20日付 参照
 53  武州銀行史 8頁 参照
 54  竹内良夫 飯能銀行史 329 330頁 参照
 55  ｢森田熊吉氏 武州銀行 聴 埼玉銀行調査課 ｣ 参照
 56  神山恒雄 佐賀県 銀行合同 石井寛治 杉山和雄編 金融危機 地方銀行 戦間期 分析

321 329頁 参照
 57  埼玉銀行史編纂委員会編 埼玉銀行史 埼玉銀行 1968年 132頁 参照
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 58  飯野 発言 埼玉県立浦和図書館編 飯野喜四郎伝 付県政重要日記抄 埼玉県立浦和図書館
1970年 99頁 武州銀行史 埼玉銀行 1988年 9頁 参照

 59  貯蓄銀行 支店 普通銀行 支店 県内 支店 有 含 数値 思
飯野喜四郎伝 付県政重要日記抄 98頁 参照

 60  飯野喜四郎日記 1918年 3月 24日付 埼玉県蓮田市教育委員会編 飯野喜四郎日記Ⅱ 2004年
77頁 所収 参照

 61  飯野喜四郎伝 付県政重要日記抄 99頁 武州銀行史 9頁 清水太陽 岡田忠彦 武州銀行
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日本企業 活躍 高度外国人材 現状
― 企業 高度外国人材 認識 中心  ―

塩谷由美子 葦 原 恭 子* 島田 * 奥 山 貴 之*

日本人性 外国人性 日本企業 化 外国人社員 日本化

日本社会 労働力人口 減少 日本企業 化 進展 元外国人留学生

高度外国人材 採用 企業 増 2016年 日本企業等 就職 元留学生

数 過去最高 一方 日本企業 内 国際化 依然 進

浸透 言 難 高度外国人材 日本人

異 日本人 発想 外国人 特性 外国人性

強調 考 企業 日本型 適応 日本語運用能力 高

日本人 同質 特性 日本人性 人材 求

本研究 企業 求 日本人性 元留学生 対応 留

学生 求 外国人性 実際 場面 発揮 明

日本企業 異 業種 就 活躍 高度外国人材 実施

結果 高度外国人材 現場 現状 一端 浮 彫

近年 日本 企業 高度人材 外国人社員 需要 高

背景 日本社会 労働力人口 減少 日本企業 化 進

展 日本 大学 大学院 卒業 修了 高度外国人材 少子高齢化 進 日本 大

戦力 得 政府 経済界 日本社会 短期滞在者 定

住 移民 外国人受 入 必要 声 上 日本 教育 受

日本社会 文化 精通 高度人材 定住者予備軍 期待 高 一方 1

*葦原恭子 琉球大学 *島田 日本大学 *奥山貴之 沖縄国際大学
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2016年度 日本企業等 就職 元留学生 数 19,435人 前年比 28.1 増

過去最高 2 元留学生 高度外国人材 3 活躍 場 日本企業 広

日本 喫緊 課題 一 日本企業 活躍 外国

人高度人材 着実 増加傾向 更 就職促進 外国人 採用 対 企業

意識 労務管理 方 化 対応 改革 不可欠

一方 採用 時点 日本企業 求 人材 留学生 求 働 方 面 齟

齬 指摘 企業 日本語力 優 日本人 協調 日

本人性 高 人材 求 対 留学生 外国人 特性

外国人性 求 望 状況下 日本企

業 就職 高度外国人材 問題 直面 問題 解決 活躍

本稿 就職時 企業 留学生間 存在 齟齬 就職後 高度外国人材 影

響 与 企業 日本人性 求 状況 対応

留学生 求 外国人性 実際 場面 発揮

明 日本企業 異 業種 就 活躍 高度外国人材

実施 高度外国人材 現場 現状 一端 浮 彫

1

内閣府 高度人材受入推進会議 2009 高度人材 現行 就労可能 在留資格

専門的 技術的分野 在留資格 有 外国人労働者 定義 日本 高度人材政策

基本的 方向性 戦略 提言 中 少子 高齢化 人口減少社会

本格的 到来 日本 経済活力 潜在成長力 高 化 進展 中

日本 国際競争力 維持 強化 内需主導型 経済成長 達成 成長戦

略 着実 実行 日本 持続的成長 遂

高度外国人材 発想 能力 経験 活用 引 起 重要

高度人材 受入 必要性 対 企業 大学等研究機関 意識 高

受入 十分 進 言 難 状況 日本企業 基幹人材

外国人 十分 登用 状況 指摘 積極的 高度

外国人材 呼 込 外国人 発想力 技術 生 企業 大学等研究機関

中核部門 活躍 可能 将来 明示 給与 昇進
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3日本企業 活躍 高度外国人材 現状 塩谷 葦原 島田 奥山

処遇体系 成果 業績重視 柔軟 仕組 切 替 求

日本人 異 発想力 持 優 高度

外国人材 能力 日本人 能力 組 合 両者 切磋琢磨 日本人 潜在

力 開花 付加価値想像力 高 日本

積極的 受 入 高度人材 国内 資本 労働 補完関係 代替

出来 良質 人材 日本 産業 日本人

切磋琢磨 通 専門的 技術的 労働市場 発展 促 我 国労働市場 効率性 高

期待 人材 定義

2

横須賀 2007 外国人留学生 就職 関 人材 焦点 当 全国 企業 264

社 外国人留学生 400名 対象 質問紙 調査 実施 結果 両者 意識 格差

見 企業 求 人材 対 日本語力 日本人 協調性

重視 一方 留学生 外国人特性 4 日本人 異 日本人

発想 重視 望 企業 期待 留学生 日本語

力 日本人 社員 顧客 円滑 言語運用能力

社会 文化 関 知識 含 総合的 能力 企

業環境 適応 求 日本企業 異文化性 評価 期待 留学生 意識格差 就業前 既

大 明 意識格差 縮小 留学生採用 機会

拡大 双方 意識差 自覚 認識 十分理解 合 双方 歩 寄

超文化的姿勢 求 指摘 日本企業 企業価値 創

造 旧来 慣行 留学生 一方的 適応 異文化

観 許容 日本人以外 適用可能 採用戦略 構築 必要 提言

加藤 陳 2011 企業 外国人留学生 資質 求 明

226社 質問紙調査 実施 結果 企業側 留学生採用 留

学生 能力 日本人 協調性 性格 礼儀 振 舞 重要

考 示 日本企業 留学生 対 日本型

適応 日本人性 高 人材 求 明

日本人性 日本語 優 日本人 協調 社会人 常識 持

日本人 同質 特性 定義 一方 留学生 日本人 異

日本人 発想 外国人 特性 外国人性 強調 考
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明

徳永 2013 外国人留学生 就職活動時 疑問 戸惑 等 注目 外国人留学生 採

用 企業 人事 元外国人留学生 就職活動前後 関 企業 元留

学生 間 生 就職活動 人事諸制度 関 意識 差 明 中 外国人

留学生 総合職 入社後 職務 就 不明確 状況 自分 将来的

不安 積 説明

描 外国人 自分 採用 何 期待

説明 求 一方 企業 外国人留学生 採用理由

国籍 問 人材 確保 59.0 最 多 次 海外拠点 将来活躍

人材確保 明確 理由 41.8 多 採用理由 明確 理由

実施 企業 半面 国籍 関係 人材 獲得 実施 企業 多

指摘 外国人留学生 就職活動 行 際 日本人学生 同等 採用

好意的 感 元外国人留学生 採用 明確 理由

留学生 伝 多 生 入社後

好意的 感情 不満感 変 把握

中橋 2018 就職活動時 問題 就職 至 意

識 要因 調査協力者 経験 取 巻 環境 全体 当事者 視点 明

日本 大学院 英語 所属 日本 就職 希望 修士課程 2年

生 3名 調査 実施 結果 留学生 日本語 克服 優位性 日

本人 異 日本人 発想 外国人 特性 重視

望 対 企業 日本社会 問題 就業 日本人 同質

性 求 双方 大 生 指摘 外国人 日

本企業 適応 要求 日本人社員 外国人社員 適応

企業 結論

以上 先行研究 元外国人留学生 高度人材 日本企業 就職 際

時点 既 企業 高度人材 間 認識 存在 指摘 特 企

業 求 日本人性 留学生 発揮 外国人性 要因 一

本稿 日本人性 外国人性 注目

現状 浮 彫 次節 抱 日本企業 就職 高度

外国人材 現状 関 先行研究 見
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3
谷口 2008 企業組織 業務 進 異 文化

背景 持 社員同士 起 異文化摩擦 避 鍋島 2015

日本 日本語 使用 働 外国人社員 葛藤 明

日本 大学 卒業 外国人社員 日本企業 働

実態 明 指摘 日本 大学 卒業

外国人社員 日本人社員 協働 5 注目 次 3点 明

目的 調査 実施 1 外国人社員 葛藤

2 葛藤状況 日本人社員 提示 彼 葛藤 解決

3 外国人社員 葛藤 日本人社員 起 当該調査 外国人社

員 3名 日本人上司 及 同期 日本人社員 2名 対象 行 結果 葛藤 原因

一 OJT 始 社員研修 方 対 認識 違 上 日本人上

司 外国人社員 葛藤 十分 理解 明

新日本有限責任監査法人 2015 外国人留学生 就職 後 企業 定着 関

課題 明 目的 調査 調査 実施

調査 企業 外国人社員 外国人留学生 三者 対象 調査 企業 大学

外国人社員 三者 対象 結果 以下 点 明

1  理系留学生 希望 研究開発 開発 設計 国籍 関 専

門性 活 職種 留学生 希望 企業 配属 実態 間

2  文系留学生 自 強 活 国際業務 貿易業務 配属 希望 者

多 実際 営業 販売 配属 企業 多

3  専門職 募集時 職種 分 採用 至 場合 本人 描

企業側 生

4  短期間 望 外国人社員 長期的 人材育成 望 企業 間

外国人社員 離職理由 一

5  外国人社員 定着支援 関 最大 課題 関 外国人社員 認識

企業 認識

当該調査 上記 企業側 対応策 企業 化 外国

人社員 日本人化 二 分 結論付 企業 化 日本

人社員 含 多 海外企業 同様 職種 職務 限定 配慮 行 外国人社員

人事制度 構築 解消 企業 少数
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派 一方 外国人社員 日本人化 企業内 日本的 人事制度

維持 外国人社員 制度 理解 解消

企業 外国人 日本人社員 同質化 求

採用段階 特性 見極 日本人化 外国人社員 採

用 現状 多 企業 後者 日本

企業内 化推進 日本的特質 維持 相克 指摘

全社的 要請 経営者 人事部 判断 優秀 人材

確保 観点 外国人雇用 行 場合 日本人 異

外国人 求 背景 企業 化 進 考 他方 業

務 要請 外国人 配属 現場 日本市場 日本

語 使 日本 事情 通 日本社会 溶 込 日本人化 外国人 求

結論 現状 推進 一環 採用 留学

生 日本人社員 同一 育成 評価制度 適用 結果 日本人社員 同質化 進

留学生 職場 活性化 矛盾 日本人

社員 異 特性 能力 発揮 日本人社員 対 相乗効果 得 人材活用

方策 求 提言

藤 2015 日本国内 大企業 働 中国人高度外国人材 4名 韓国人高度外国人材 3名

対象 調査 実施 結果 仕事上 感 困難点

管理 言語運用 常識 企業 制度的 人的 環境 挙 言語面

限 文化面 日本企業 体制 対 困難 感 明

日本企業 外国人高度人材 対 日本人性 高 無意識 強

困難 状況 助長 調査対象 中国人 韓国人 高

度人材 外見 日本人 類似 日本企業 厳 日本人化 要求

傾向 指摘

横須賀 2016 日本 大学 大学院 卒業 修了 元留学生外国人社員 115名 対象

職務満足 焦点 当 日本 企業 組織社会化 現状 明 目的

WEB 調査 実施 結果 現在 仕事 満足

問 対 非常 満足 満足 6割弱 58.2 不満 12.2

上回 結果 不満 言 満足以外

群 特徴 職務適合 満足群 顕著 相違 見 希望 職場

勤務年数 足 海外 仕事 外国人

自分 特性 生 仕事 回答 入社
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前 期待 入社後 現在 実感 比較 入社後 現実 入社前 期待 下回

期待 現実 実感 落差 認識 特 入社前 能力 知識 活

外国人 特性 活 社会 貢献 3項目

高 期待 抱 対 現実 自身 知識 能力 異文化的特性 活

感 明 当該調査 採用

雇用管理 企業側 問題 示唆 企業 外国人社員 活用実態

合 検証 必要 指摘

岡村 文 加賀美 2016 先行研究 明 日本企業 求 高度外

国人材 留学生 希望 働 方 異 点 注目 採用時点 両者

意識 齟齬 入社後 影響 及 可能性 韓国人高度外国人材 10名 調

査対象 職務上 葛藤 抱 解決

実態 把握 目的 調査 実施 韓国人 対象 理由

葛藤解決方略 文化差 先行研究 国籍 違 考慮

指摘 上 日本国内 就職 2番目 多 選択 調査 結果

韓国人高度外国人材 職務上 葛藤 企業 多様性 不寛容 日本人社員 職務 対

意識 差 日本人社員 人間関係 対 意識 差 韓国 異 企業体質 4

大 韓国人社員 過度 韓国人気質 中 分類

以上 先行研究 就職時 採用側 企業 間 齟齬 抱 就職 高度外国人材

企業 日本人性 求 自 持 外国人性 発揮 上 様々

局面 困難 遭遇 様子 窺 理系 文系 専攻分野

国籍 就業 職種 状況 異 先行研究

明 本稿 専攻 国籍 職種 異 高度外国人材

質的調査 実施 質的調査 選択 先行研究 量的

調査 全体 傾向 掴 高度外国人材 直面 体験 当事者

視点 真摯 語 現状 可視化 思

本研究 就職後 高度外国人材 日本企業 間 存在 浮 彫 高度外

国人材 直面 現状 明 目的 日本企業 活躍 高度

外国人材 実施 下記 3点 高度外国人材 所属先
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違 大学等 専攻 国籍 職種 違 考

察

1  日本企業 高度外国人材 求 日本人性

2  日本企業 高度外国人材 外国人性 発揮

3  日本企業 高度外国人材 外国人性 受 止

1

本研究 日本企業 就職 高度外国人材 活躍 元留学生 対象 個

別 半構造化 形式 調査 実施 調査時期 2018年 3月下旬

1

本調査 協力者 内訳 表 1 通

表 1　調査対象者 内訳

No.

A 韓国 男 IT関連 開発事業部 2015年 理系

B 男 制作 制作 CG部 2014年 理系

C 男 精密機器 営業部 2015年 文系

D 男 通販事業部 2017年 文系

E 中国 女 学校事務 学生課 2017年 文系

2

本調査 主 質問項目 以下 1 4 通 対象者 許可 得

録音 文字化

1 経歴 業務内容

2 仕事 取 組 方

3 困難 覚 感

4 他 今後 展望
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2

1 A
20代後半 男性

韓国

母語 韓国語
母語以外 使用可能 言語 日本語 英語 中国語

2年 6 月

7年 日本語能力試験 N1合格

韓国 国立大学卒 工学士

1年

IT関連企業 開発事業部主任

2015年 現職

企業 応 形 日本企業 出向
金融関係 構築

1 日本人 個人作業 業務中 質問 邪魔
2 日本人 黙々 自分 責任 果 業務 進捗 報告
3 日本人 考 発言
4 日本人 会議 司会者 話 聞 意見 言
5 日本人 個別 退社
6 日本人 職場 人 飲 会 行
7 日本人 本音 顔 出

1 韓国人 業務中 互 質問
2 韓国人 自分 進捗 他人 報告 進捗 聞
3 韓国人 思 口 出
4 韓国人 会議 意見 活発 出
5 韓国人 一緒 同時 退社
6 韓国人 職場 人 飲 会 多
7 韓国人 本音 顔 出

日本人 職場 韓国人 後輩 指導 自分 責任 持
, 後輩 日本人 取 聞 , 必要 応 助 舟 出 自分 日本人 韓国

人 違 敏感 常 気 配 日本人 対 失礼 振舞
韓国人 同僚 少 特 2,3年程度 経験 場

合 傾向 強 10年以上 経験 韓国人社員 日本 文化 尊重
日本人 韓国人 合 態度 変 状況 見

開発 新人 時 給料
他 職種 高 感

高度外国人材 A 専攻 理系 開発 設計 国籍 関 専門性 活

職種 先行研究 指摘 通 自身 希望 企業 配属 実態

間 現状 満足 感 出向先 日本人技術者 業

務 対 極力合 努力 日本人化

後輩 韓国人 指導 企業側 日本人社員 高度外国人材 専門性

発揮 求 外国人性 発揮 一切求 様子 窺
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2 B
30代前半 男性

母語 語
母語以外 使用可能 言語 日本語 英語 仏語 伊語 葡語

4年 6 月

13年 日本語能力試験 N2合格

公立大学卒 工学士

半年

制作会社　CG

2014年 制作会社勤務 後 転職 2018年 現職

制作

1 裁量労働制 多 日本 会社
2 残業 少 日本 皆遅 残
3 日本人 完璧主義 自分 完璧主義 時間 失
敗 思 気

4 日本人 真面目 自分 人 真面目 日本 合
思

1 今後 欧米諸国 増 可能性 大 英語 自分 海外
担当 可能性 高

2 今後 翻訳 業務 可能性
3 日本人 見 生 働 働 生 見

自分 仕事 楽 思

1 自由 社風 外国人 勤 特 問題
2 会社 意見 言 歓迎 内容 常 専門的 会議
皆 活発 意見 交換 合 建設的 自由 感

前職 会社 自分 関 作品 大 賞 受賞
感 現職 制作会社 時 異 国際的 市場 関 増

外国人 自分 活躍 場面 増 期待

高度外国人材 B A同様 理系 国籍 関 専門性 活 職種

前職 制作会社 転職先 制作会社 自身 希望 企業 配属 実態

間 点 困難 感 4年間 制作

関 専門技術 向上 自分 持 外国人性 活 職場 探 国

際的 活躍 望 制作会社 転職 国際的 制作者 幼少時

夢 感 元来 性格 人 日本人 近 日

本人女性 結婚 日本 大好 永住 語 求 日本

人性 対応 抵抗 少 転職先 制作会社 化 国

際市場 展開 意図 B 雇用 今後 自由 社風 中 良 方向 外

国人性 発揮 可能性 高 思
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3 C
30代後半 男性

母語 語
母語以外 使用可能 言語 日本語 英語

5年

7年 日本語能力試験 N2合格

公立大学　大学院修了 日本学修士

1年 9 月 2回

精密機器製造会社　 営業部

2015年 現職

海外 代理店 顧客 海外営業

1 日本人 人 比 厳
2 常 他社 情報 調 顧客 質問 答 必要
3 顧客 質問 答 恥 失礼
4 日本 会社 営業 説得 納得 重要
5 会議 議論 少 説明 多
6 技術者 急 指示 出 多 困惑

1 語 英語 使 外国籍 他社 情報 収集 上司 命
他社 情報 渡 板挟

2 営業部 海外向 営業担当 自分 他 国内営業 日本人 関係 仕事

3 海外 取引先 日本人 考 方 時間 使 方 違
処理 大変

4 取引先 社長 部長 出張 時 通訳 同行

自社 会社 英語等外国語 社員 少 契約社員 3回
契約更新 2年 更新 正社員 一 新入社員 待遇 始

給料 下 問題 現在 会社 正社員 目指
意義 感 転職 可能性 思 転職

外国人社員 多 国際的 会社 入 思

自分 関係 仕事 予算 立 値引 交渉 出張
感

高度外国人材 C 大学院 日本学 修 大学 大学院時代 2度日本留学

日本 日本企業 就職 強 希望 総合職 契約社員

精密機器 勤務 文系 比較的 機械関係 興味 語学

自 強 活 国際業務 配属 所属先 社風 純日本風

一人 海外 取引先 全 担 常 日本人性 強 所属会

社 外国人性 強 取引先 板挟 強 感 企業側 長 勤

望 正社員 雇用条件 悪 C 抵抗 感

先行研究 指摘 短期間 望 外国人社員 長期的 人材育

成 望 企業 間 事例 将来 離職 一因
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4 D
20代前半 男性

母語 語
母語以外 使用可能 言語 日本語 英語 TOEIC985点

3年

7年 日本語能力試験 N1合格

公立大学卒 日本学学士

年 交換留学 別途 1年滞在

会社 通販事業部

2017年 現職

通販 管理 商品撮影 通訳 翻訳

1 敬語 日本人 常 敬語 話
2 社内 他 外国人 常 日本語 話
3 朝礼 習慣 日本 思
4 皆 復唱 習慣 珍 思

1 日本的 社風 風 変 社長 方針 社内 初 外国人
採用

2 海外 英語 通訳
3 日本人 方 異 注意 気 外国人 自分

何 変 社風 変

1 上司 意見 言 日本 意見 言
方 言 言 批判

2 上層部 社風 国際的 変 言 人 考 方 違
方向性 見 浸透 思

3 上層部 自分 個性 出 言 出 過 抵抗 示 社員

1 自社 撮影 自社商品 着 数 上 感
2 海外 英語 通訳 自分 役

感

高度外国人材 D 企業 化 風 社風 近 社長 常

務 企業 上層部 求 勤務先 初 外国人社員 雇用

言 上層部以外 社員 中 文化 違 考 方 違 良

協力的 社員 実際 業務 段 日本的 方 傾向

D 企業 化 貢献 自分 成長 自分 勉強 何 必要

自分 考 能力 必要 述 自分 任 仕事 自分

行動 起 述 企業 求 日本人性 対応

期待 外国人性 発揮 模索 海外 通訳

任 入社 以来 最 感 自分 採用

実感 D 勤務先 先行研究 指摘 日本 企業内

化推進 日本的特質 維持 相克 存在 窺
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5 E
20代後半 女性

中国

母語 中国語 韓国語
母語以外 使用可能 言語 日本語 英語

5年

9年 日本語能力試験 N1合格

日本 国立大学　大学院修了 教育学修士

4年 6 月

語学学校　教務課

2017年 現職

学生対応 学籍管理 申請書類作成
1 所属 部署 職員 中国籍 者 職場 常 日本語 話
中国人職員同士 話 中国語 使用

2 日本国内 大学 大学院 進学 学生 合 自分 日本 進学
経験 活 進路指導

3 日本式 方法 学生 出席率 管理 大切 外国人学生 管理 難

1 学生対応 学生 日本語 合 日本語 中国語 韓国語 使
分

2 様々 外国人学生 状況 合 様々 対応
1 上司 日本在住歴 長 中国人 職場 日本語 話 時々面談 仕
事 希望 状況 聞

2 同僚 中国人 多 学生 中国人 多 学 日本語 活用 心配
職場 常 日本語 使用 満足

学校事務 好 楽 働 思
残業 代休 有給

高度外国人材 E 中国籍 朝鮮族出身 中国語 韓国語 母語 大

学 大学院 日本語教育 学 日本語 超級 学校事務 以前

思 仕事 中国語 韓国語 活 日本 大学

留学 日本 大学院 修了 学生指導 活 語

将来的 学生 就職支援業務 興味 思

日本語 教 興味 同僚 日本語教員 仕事 間近 見 大変

当面 事務 述 E 職場 語学学校

一般企業 比 化 進 思  E 日本人化 強

自身 能力 発揮 日々 感

業務 当 様子 窺 先行研究 指摘 専門職 募集時 職種

分 採用 至 場合 本人 描 企業側 生

事例 好例 思
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本研究 就職後 高度外国人材 日本企業 間 存在 浮 彫 高度

外国人材 直面 現状 明 目的 日本企業 活躍

高度外国人材 5名 実施 本研究 際 高度外国人材

自身 状況 冷静 客観的 分析 真摯 対応 結果 次

明

以下 高度外国人材 A～ E A～ E 表記

1  調査対象者 所属 日本企業 次 3 分類

① 企業 化 進 企業 B E

② 外国人社員 日本人化 強 企業 A C

③上層部 化 求 現場 日本人化 強 企業 D

2  1 ① 企業 高度外国人材 外国人性 発揮 肯定的

積極的 活用 姿勢 見 ② 企業 高度外国人

材 日本人化 企業側 当然 受 止

現実 ③ 企業 高度外国人材 上層部 現場 板挟

常 模索状態 陥 窺

3  理系留学生 希望 研究開発 開発 設計 国籍 関 専

門性 活 職種 高度外国人材 A 自身 希望 企業 配属

実態 間 業務 感

4  文系出身 高度外国人材 D 自 強 活 国際業務 貿易業務

配属 希望 実際 営業 販売 配属

5  専門職 募集時 職種 分 採用 至 高度外国人材 E 場合 本

人 描 企業側 生 感

6  系 高度外国人材 A E 日本人化 日本語能力 駆使 業務 当

企業側 期待 応

7  欧州出身 高度外国人材 B C D 高度外国人材 外国人性 活 日

本語運用能力以外 英語力 駆使 求 欧州出身 高度

外国人材 雇用 化 企業 意図 窺

8  日本 企業内 化推進 日本的特質 維持 相克 存在 B

C D
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横須賀 2015 企業 期待 留学生 日本語力 日本人

社員 顧客 円滑 言語運用能力 社会 文化 関 知識 含 総合的

能力 意味 能力 保有 就職活動

中 留学生 日本語 克服 自身 優位性 外国人性 重視

思 指摘 本研究 調査対象者 5名 日本語能力

上級 超級 企業 期待 日本語運用能力 備 対象者 業

務上 外国人性 発揮 日本語 克服 決 企

業側 外国人性 求 状況 応

白木 2008 外国人留学生 良 日本人学生 異 異文化性 自己

主張 強 個人主義的感性 日本人 異 点 言 過言

外国人留学生 良 生 外国人採用枠 設 採用 日本 行

企業 少 指摘 本調査 片鱗 垣間見

横須賀 2015 問題 解消 向 外国人自身 日本企業 相互 歩 寄 形 双

方 満足感 高 状況 整 多様 文化 背景 人間同士 相乗効果 生 異文

化 活性化 向 一層 努力 必要 指摘 本研究

調査 高度外国人材側 企業側 企業 求 応 日本人性

外国人性 発揮 努力 歩 寄 姿勢 業務 当 企

業側 必 彼 外国人性 正当 評価 言 日本人化

現状 把握 言

白木 2018 今後 日本企業 発展 企業 内 国際化 必要

内 国際化

日本企業 従来 同質性 良 維持 異質 人材 活躍 場 提供

多様性 元来 意味

多様性 認 多様性 異質性 組織 包含 Inclusion 積極的

活用 含意 点 重要 日本企業

化 一層高 多様性 異質性 適切 競争優位性 転換

能力 習得 求 指摘

日本 持続的成長 発想 能力 経験 活用 重要 注目

高 高度外国人材 日本企業 内 国際化 必要性 痛感 従来
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活用 限 起

難 思

本研究 調査対象 5名 少数 調査結果 一般化 高度外国

人材 視点 見 彼 現状 一端 浮 彫 思

今後 高度外国人材 雇用 企業 担当者 調査 実施 問題点

改善策 考察 課題

 1  横須賀 2015

 2  法務省 平成 28年度 留学生 日本企業 就職状況
  http://www.moj.go.jp/content/001239840.pdf 2018年 8月 30日閲覧
 3  先行研究 外国高度人材 語 用 本稿 高度外国人材
 4  横須賀 2007 外国人特性 外国人性 同定義 使用 本稿 外国人性
 5  山本 2011 協働 一般的 目的 達成 人 協力 活動 定義

岡村佳代 文吉英 加賀美常美代 2016 文化就労場面 韓国人元留学生 異文化間葛藤 解決方略
高等教育 学生支援 茶 水女子大学紀要 7 pp.106 -119 茶 水女子大学

加藤里美 陳静 2011 日本企業 働 外国人留学生 求 資質 朝日大学大学院経営学研究科紀要
12 pp.33 -47 朝日大学大学院経営学研究科

新日本有限責任監査法人 2015 平成 26年度産業経済研究委託事業 外国人留学生 就職及  定着状況
関 調査 http://www.meti.go.jp/policy/economy/jinzai/global/pdf/H26_ryugakusei_report.pdf

2018年 8月 31日閲覧
白木三秀 2008 留学生 採用活性化 向 特集　 人材開発留学生採用 取 組

経営 315 pp.4 -9 日本在外企業協会
白木三秀 2018 日本企業 内 国際化 人材活用 方向性 世界経済評論 pp.8 -

16 国際投資貿易研究所
谷口真美 2005 　多様性 生 組織 白桃書房
徳永英子 2013 外国人留学生 就職 採用 関 研究̶留学生 就職活動 対 戸惑 考察

Works review: 研究所研究報告 8 pp.62 -73

中橋真穂 2018 日本 外国人留学生 就職状況 関 一考察 英語
所属 外国人留学生 分析 人材育成教育研究 第 5巻第 2号  

pp.33 -45 人材育成学会
鍋島有希 2015 日本 大学 卒業 外国人社員 職場 葛藤 解決方略 中小製造業企業 事
例 人材育成教育研究 第 2巻第 2号 pp.33 -45 人材育成学会

内閣府高度人材受入推進会議 2009 外国高度人材受入政策 本格的展開 報告書
　　http://www.kantei.go.jp/jp/singi/jinzai/dai2/houkoku.pdf 2018年 8月 30日閲覧
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Current Status of Highly Skilled Foreign Professionals playing active roles in Japanese Companies

―Focusing on the recognition gap between Japanese companies and foreign professionals―

Yumiko Shiotani Kyoko Ashihara Megumi Shimada Takayuki Okuyama

Keywords Japanese-like characteristic Foreign characteristic Globalization of Japanese 

companies Japanization  of foreign workers

Abstract

Japanese companies hiring former international students as foreign professionals are increasing in 

association with declining in the labor force population of the Japanese society, and the globalization 

of Japanese companies. The number of former international students who have found employment at 

Japanese companies reached the highest-ever in 2016.

On the other hand, however, the internal internationalization of Japanese companies remains as 

backward as ever, and the diversity management has not fully infi ltrated among Japanese companies.

The foreign professionals are willing to emphasize their foreign characteristic, but Japanese companies 

are seeking foreign personnel who have Japanese characteristic, that is to say, the similar personality with 

Japanese personnel, and are able to adjust to Japanese style career paths.

In this work, we interviewed fi ve foreign professionals who were playing active roles at fi ve different 

industries in Japan in order to clarify how the former international students were corresponding to the 

Japanese-like characteristic which Japanese companies demanded, and how they were showing their 

foreign characteristic at business scenes. As an outcome, the survey showed a part of the current status of 

foreign professionals  workplace environment. 
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旅育 社会的能力向上 関 分析
国際化社会 成功 施策 海外旅行 効果

鬼 木 一 直

 旅育 化 人材育成 海外旅行
 二極化 社会的能力

世界中 普及 化 急激 進展 文部科学省

活躍 人材 育成 力 入 大学 教育 組織 改革 会社 社員

化対応力 強化 多 対策 講 高校 大学 留学制度 充実化 企

業 海外出張 支援 海外 道筋 作 関 日本人

2000年以降横 状態 続 海外経験 少 危惧

本稿 若者 減少 原因 様々 元 検証 海外 行

人 行 人 間 二極化傾向 減少 海外不安

状況不安 衛生不安 3 要因 海外 行 人 海外 疎外感 拭 起

因 明

文部科学省 2018年 文部科学省 教育振興基本計画答申 中 伝統 文化 尊重

語学力 能力 主体性 積極性 異文化理解 精神等 身 付 様々 分

野 活躍 人材 育成 目指 記載

化 進展 未 十分 日本人 人材育成 高等教育 企業 対応

十分 一朝一夕 人材 育 難 現状

多 企業 旅育 取組 行 旅育 社会人能力向上

影響 研究 例 本稿 子 頃 海外旅行

旅育 化 必要 社会的能力向上 寄与 人材 育成 有効

仮説 立 研究 行 結果 子 海外旅行 行 将来 視野

拡大 国際意識向上 対応力 能力 強 相関

明 海外旅行 回数 社会的能力 関係 分析 海外旅行 重

社会的 多 能力 強 意識
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 1 

2018年 文部科学省 教育振興基本計画答申 中 社会 持続的 発展 牽引

多様 力 育成 目標 掲 一 活躍 人材 育成

挙 化 向 伝統 文化 尊重 育 我 国

郷土 愛 他国 尊重 国際社会 平和 発展 寄与 態度 豊 語学力

能力 主体性 積極性 異文化理解 精神等 身 付 様々 分野

活躍 人材 育成 記載 1

具体的 施策 伝統 文化等 関 教育 推進 英語 外国語教育

強化 国際化 向 先進的 取組 行 高等学校 高等専門学校 大学等 支援 日

本人生徒 学生 海外留学支援 外国人留学生 受 入 環境 整備 掲 実際

文化芸術教育 体験機会 充実 図 取組 推進 外国語教育 小学校中学年 導入 高学年

教科化 国際的 連携 向 取 組 学校 支援 海外留学 関 情報発信 海外勤務

海外留学 経験者 協力 得 海外留学 関心 喚起 向 取組 留学支援 国際通用性

高 教育組織 環境 整備 行

人材 2011年 日本経済団体連合会 経団連 日本企業 事業活動

化 担 活躍 日本人及 外国人人材 定義

経団連 育成 関 国民一人一人 持 能力 最大限 発揮 質 高

優 人材 経済社会 活力 維持 向上 貢献 人材 育成 取 組

一段 強化 必要 初等中等教育 教育 大学全入時

代 大学生 質 低下 若者 間 広 内向 志向 現状 産業界 求

人材 大学側 育成 人材 間 乖離 生 記載

呉 2013 化 向 語学力

能力 主体性 国際感覚 併 持 人材 育成 一層力 注 必要

将来 人材 活躍 期待 若者 海外志向 低下傾向

日本 現状 述 日本 若者 内向 志向 日本 高等教育 環境

影響 受 言 日本 大学 欧州 諸国 大学 比較 外国

人留学生 比率 外国人教員 比率 低 大学 企業 化 関 取 組

遅 取 経団連 日本 代表 団体 機関 発

報告書 会議 提言 具現化 産学官 連携 一層強化 様々 政策 提

言 早急 実行 移 真 世界 活躍 人材 育成 着手 記
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載 2

吉田 2014 人材 育成 社会 接続 教育機関 大学

役割 重要 上 化 向 英語力不足 内向 志向 大

問題 大学教育 課題 指摘 大学 教育 組織 改革 会社 社員

化対応力 強化 重要 学校教育 産学官

最大限 活用 社会全体 育成 必要 主張 3 企業

人材育成 企業内部 人材育成 問題 根差

本来目指 向 対策 不十分

人材 2010年産学人材育成 人材育成委員会 中

1 社会人基礎力 備 2 外国語 英語 能力 3 異文

化理解 活用力 記載 4 2011年 日本経済団体連合会 経団連

日本企業 事業活動 化 担 活躍 日

本人及 外国人人材 定義 5

世界的 見 普及 化 進展 中 世界規模

観光旅行者 増 続 日本 爆買 民泊 言葉 賑

海外 日本 来 外国人観光客 数 増加 傾向 示

海外 行 日本人観光客 数 2000年以

降横 状態 日本旅行業協会 日本人 海外旅行者 増 JATA

促進協議会 2017年 2月 発足 増加 促 JATA

促進協議会 2016年 1,711万人 2020年 2,000万人

増 目標 掲 化 進

増加

情報化社会 価値観 多様化 進 中 机上 知識 留学 旅行 通

日本 異 環境 体験 大変重要 多 情報 獲得

実際 海外 行 朝起 時 睡眠 至 常 異 言語 異 文化

中 身 置 多様 人々 意思疎通 図 物事 進

能力 社会人基礎力 向上 可能

化 問題 解決 導 相手 理解 場 状況 人 関 考慮

自分 意思 伝 必要 常識 通 海外

経験 中 外国語 使 実践的 能力 高 考

日本人 人材育成 高等教育 企業 対応 力 入 一

朝一夕 人材 育 難 現状 本稿 子 頃 海外旅
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行 旅育 化 必要 社会人能力向上 影響

先行研究 独自 視点 調査 行

森下 2013 旅育 定義 旅育 旅 人間性 成長 促 考 方

旅 得 知識 興味 価値観 広 共感力 人 成長 役立
6 現在 企業 組織 旅育 取組 家族旅行 商品化 販売促進

体験 提案 商品化 海外家族旅行 広告宣伝 手段 商品化 販促手段

地域貢献 観光地 地域活性化 社会貢献活動 指摘 7

中村 2015 海外旅行 行 人 特徴 明 別

収入別 海外旅行実施状況 調査 別 子育 中 親 収入別 低収

入者 海外旅行 行 傾向 示 海外旅行 関心 意向 与

要因 分析 行 過去 旅行経験 間接的 旅行 関心 意向 効果 及

主張 8

鬼木 2017 海外 行 人 行 人 二極化 傾

向 海外旅行 多 能力 身 付 感 示唆 9 本稿

結果 受 日本人 海外旅行 行 要因 詳細 分析 二極化

実態 明 本稿 旅育 社会人能力向上 良好 影響 与

視点 研究 進 日本人 人材育成 高等教育 企業 対応 不

十分 子 頃 海外旅行 旅育 化 必要 社会人能

力向上 寄与 人材 育成 有効 仮説 立 検証 行 海外旅行

関 調査 元 因子分析 分析等 手法 用 分析 行 結果 子

海外旅行 視野 拡大 国際意識向上 対応力

能力 強 相関 明 海外旅行 回数 社会的能力

関係 分析 行

 2 

国連世界観光機関 UNWTO 2018年 1月 発表 世界観光指標 World Tourism 

Barometer 国際観光客到着数 変遷 図表 1 記載 2017年 国際観光客到着

数 宿泊者数 前年比 7 増 13億 2,200万人 世界的規模 観光旅行者 増 続

日本 目 向 図表 2 示 1962年以降順調 増 続

2000年 476万人 2017年 2,869万人 6.03倍 増加 対
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図表 3 示 1962年 2000年 増加傾向

2000年以降 横 推移 同一 比較

図表 4 2015年 方 上回 逆転現象

起 為替 変動 経済環境 影響 大 根本的 人口統計 経済成

長率 上回 状況 当面続 予想

図表 1 国際観光客到着数 変遷 World Tourism Barometer

図表 2 年別 推移 JNTO

図表 3 年別 推移 JNTO
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図表 4 推移 JNTO

2003年以降日本政府 観光立国 実現 目標 掲
10 呼 訪日 活動 進 増加 推進

普及 日本 伝統文化 浸透 影響

地域 高 経済成長 所得水準 向上 各国 緩和 制度面 変化

増加 寄与 考

1964年 東京 開催 年 渡航自由化 行 以降

1980年代 海外 円高 1990年代 子連 旅 留学 語学研修 世界

遺産 韓流 増加 続 2000年以降 横 状態 続

2012年 1,849万人 増加傾向 見

日本 多 企業 大学等 化 取 組 行 海外 交流

盛 背景 考慮 増加 感

図表 5 示 2017年 海外旅行 申 込 方法 主流 全体

69.1 7割近 占 2015年 57.7 大 増加 今後 増加

予想

普及 手軽 旅行 申 込 可能 関

増 理由 何 容易 画像 海外情報 確

認 旅行疑似体験 可能 要因 一 言

数年 不況 国内外 社会不安 影響 大 日本 島国 海

外 対 恐怖心 治安 対 不安感 英語 苦手 劣等感 理由

海外 敷居 高 感 人 多
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図表 5 海外旅行 申 込 方法 JTB総合研究所

日本人 海外留学者数 2004年 8万 3千人 減少傾向

BISINESS INSIDER 2017年度 2015 2016年度 大学 留学生

数 中国 32万 8千人 16万 6千人 韓国 6万千人 対 日本

留学生数 1万 9千人 非常 少 2018年 就職 研

究所 就職先 海外 希望 学生 2018年度卒業 学生 6.1

化 向 大 不安 抱 結果

 3 

化 促進 向 年代別 図表 6

年代 比較 男性 女性共 2000年 2015年

20歳代前後 若者 海外旅行者数 減少 昨今 少子化 考慮 入

若者 海外旅行離 顕著 大 課題 日本 旅行 支 世代

40歳代 50歳代 海外旅行経験 少 20歳代前後 若者 親

減少 懸念

図表 6 年代別
株 JTB総合研究所 2016 2016年海外旅行 現状 調査
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若者 減少 実態 検証 本学

学生 対 調査 行

本学学生 海外旅行 行 回数 図表 7 示 一度 行 学生

68.5 占 海外 行 回数 1回 学生 2.9 2回 8.6 3,4回 11.4

一度海外旅行 経験 人 複数回経験 多 海外

行 学生 対 海外旅行 同行者 示 図表 8 学生 調査

家族 旅行 47.4 占 学生同士 旅行 10.5 学生以外 友人

旅行 21.0 一人旅 21.1 結果

図表 9 研究所 JTM 海外旅行 回数別 今後 海

外旅行 予定 調査 海外旅行経験 人 1年以内 海外 行 予

定 予定 是非行 割合 13 対 1回行

人 28 10回以上海外経験 人 66 及 分 結果

海外旅行経験 人 半数以上 海外旅行 対 反応 示

読 取 逆 海外旅行 経験 人 次 旅行 計画 立 人 多 分

海外旅行 率 高 示 海外旅行経験者 海外旅行選択 好

海外旅行未経験者 海外旅行選択 避 傾向 海外旅行 行 人

行 人 二極化 起 明

調査名称 海外旅行 頻度 関 調査

調査対象 本学学生 2年生 4年生 人数 85人

調査時期 2017年 3月 4月

調査方法 web

　　　図表 7 本学学生 海外旅行 行 回数 　　図表 8 海外旅行 同行者
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図表 9 海外旅行回数別海外旅行予定
株 研究所 JTM (2013) 海外旅行志向調査 作成

二極化 発生 一度 海外 行 学生 行

理由 調査 結果 図表 10 旅行代 高 時間 取 英語 苦手

主 理由 資金 問題 大 要素 以前

学生 金 時間 一般的 考 方 2018年 4月

6月 本学学生 544人 対 行 学生調査 項目 中 実施率

70.2 非常 多 学生 結果 出 時間面 財

政面 関係 排除

本 詳細 分析 因子分析 行 因子分析 固有値表

図表 11 因子 因子負荷量 図表 12 示 因子 推定方法 最尤法

因子 回転 斜交回転 法 法斜交回転後 因子 1 因子

2 因子 図表 13 因子 1 因子 3 因子 図表 14 示

因子分析 行 結果 学生 海外旅行 行 理由 海外不安 状況不安 衛生不安

3 因子 分類 図表 13 海外不安 治安 不安 最 大

英語 要素 状況不安 旅行代 懸念 飛行機 不安 時間

問題 様々 要因 少 影響 図表 14 衛生不安 食

事 不安 大 日本 食 料理 大 懸念 考

旅行代 金銭的 問題 時間 問題 状況不安 旅行 行 大 阻害要因

治安 影響 英語力 海外不安 旅行先 選定 旅行

対処法 十分考 食事 不安 衛生不安 十分調査 行 対
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応 海外経験 不足 海外旅行 阻害 裏付

逆 海外 行 経験 学生 初 海外 行 理由 調査 行

図表 15 示 結果 友人 親戚 知人 誘 海外文化 興味

親 連 上位 初 旅行 誰 後押 多

海外旅行阻害要因 財政面 時間面 問題以外 行

大 言 図表 14 海外 興味

学生 5 海外 行 海外旅行 可

能性 考

調査 海外旅行 行 因子 海外不安 状況不安 衛生不安 抽出

海外不安 衛生不安 経験 現地調査 和 子 頃

親 親戚 海外経験 人 海外旅行 連 行 状況不安 解消

海外 行 可能性 子 頃 海外旅行 行 人

再度海外 行 傾向 点 子 海外旅行 若者 減少 食 止

要因 考

調査名称 本学学生 海外旅行 行 理由 行 理由 関 調査

調査対象 本学学生 2年生 4年生 人数 85人

調査時期 2017年 3月 4月

調査方法 : web

図表 10 本学学生 海外旅行 行 理由
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図表 11 因子分析 固有値表

図表 12 因子 因子負荷量

図表 13. 斜交回転 法 因子 1 因子 2 因子
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図表 14 斜交回転 法 因子 1 因子 3 因子

図表 15 本学学生 海外旅行 行 理由

子 旅行回数 親 旅行回数 関係 社会人 対

行 結果 図表 16 示 結果 親 海外旅行未経験 海外

旅行 1回 行 子 海外旅行 行 機会 全 親 海外旅行回数 多

子 多 海外旅行経験 積 結果 先 示 海外不安 衛生

不安 親 経験 払拭 状況不安 海外 敷居 低 乗 越 成果 考
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調査名称 親 海外旅行回数 子 海外旅行回数 相関 関 調査

調査対象 社会人 契約社員 経営者 幅広 調査 人数 66人

調査期間 2017年 3月 4月

調査方法 web

図表 16 親 海外旅行回数 対 子 海外旅行回数 相関 社会人

 4 

調査 子 頃 海外旅行経験 減少 要因 可能性

示唆 国際化社会 成功 人材育成 観点 子 頃 海外旅行 効

果 若者 海外旅行 人生観 変 人格形成 大 影響

与 誰 漠然 感 社団法人日本 産業団体連合会 現

在 公益社団法人日本観光振興協会 2007年頃 旅育 言葉 使 始 首都圏

小中学校 対象 旅育 出前授業 行 後 JR西日本 小学校 幼稚園

団体向 体験学習 旅育 名称 使用 星野 家族旅

行 子 成長 旅育 効果的 謳 多 旅行業

界 観光業界 旅育 言葉 使



富　士　論　叢

52

14

形態 内容 企画 運営

商
品
化

販
促
手
段

①家族旅行 商品化 販
売促進

king 教育評論家 尾木直樹氏 薦 旅
育紹介文 看板 国内 家族旅行 商品化 JTB

JTB中部

②家族両行 提案 販売
促進

旅育専門 旅行会社 利用 子連 旅行
提案 推進 第 3種

③体験 提案 商
品化

旅 名前 昆虫採集 職業体験 農業体験
商品化 JTB法人東京

④海外家族旅行 広告宣
伝 手段 海外家族旅行 広告宣伝 旅育 言葉 使用 H. I. S.

社
会
貢
献
活
動

⑤地域貢献 近隣自治体 小学校 幼稚園 団体 駅 業務 運転士
訓練室 見 JR西日本

⑥観光地 地域活性 街 地域資源 掘 起 産業 活性化 目的 旅育
事業募集 北海道 町

図表 17 企業 組織 旅育 取 組 例 森下 2013 旅育 現状 定義 考

図表 17 企業 組織 旅育 取 組 例 示 現在 旅育 商品化 販促手段

営利活動 社会貢献活動 主 使用 多 企業

旅育 推進 小 子 海外旅行 行 実際 行

非常 多 小 子 持 親 何故海外旅行 躊躇 図

表 18 地球 歩 方 子供 行 海外旅行 本音調査 子連 海外 行

理由 示 海外旅行 飛行機 移動 伴 機内

不安 結果 第 1位 次 第 2位 現地 病気 不安 第

3位 学校 休

図表 19 損保 子連 海外旅行 関 調査 実際 子連 海

外旅行 人 既婚者 子連 海外旅行経験者 1,000人対象 結果 示

機内 子 関 10 以下 旅行 行

不安要素 実際 内容 大 乖離 分 子連 旅行 大変

飛行機 移動 考 先入観 海外旅行 拒 逆 一度海外 行 人

何 気持 次 旅行 後押 傾向 考 結果 海外

旅行者 二極化 招 要因

図表 20 同 既婚者 子連 海外旅行経験者 子 海外旅行 年齢 示

圧倒的 多 1歳 国際航空券 2歳未満 幼児運

賃 大 理由 一 考 国際航空券 航空会社 多少異

原則 2歳未満 大人運賃 10 2歳以上 小児運賃 大人運賃 75

金額差 大人運賃 10万円 1歳 赤

万円 済 対 2歳 途端 7万 5千円 計算
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国内線 場合 3歳未満 基本的 無料 金額 非常 大 0歳児 1歳

児 旅行 思 楽 声 聞 歩 回 寝

時間 長 軽 抱 負担 大 食事 基本的 授乳

粉 現地 食事 心配 挙

海外旅行 年齢 2歳以降 徐々 減 6歳 小学生

学校 休 前 5歳 旅行 計画 多

図表 18 子連 海外 行 理由
地球 歩 方 2014 子供 行 海外旅行 本音調査

図表 19 実際 子連 海外
損保 2009 子連 海外旅行 関 調査
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図表 20 子 海外旅行 年齢
損保 2009 子連 海外旅行 関 調査

図表 21 中村 (2015) 2015年 3月 会社 実施 調

査 元 属性 年齢 性別 婚姻状況 子 有無 末子年齢 職業 把握

回答者 家庭 年収 過去 1年以内 旅行実施率 分析 行 結果

回層 観光庁 定義 用語 過去 1年以内 国内旅行 海外旅行 一

度 実施 人 図表 21 全体 割合 回層 全

体 36.1 及 1年以内 海外 国内旅行 行 人 3割近

他 海外 行 国内旅行 48.3 海外旅行

15.6 結果

図表 21. FLC 年収別 過去 1年以内 旅行実施率
中村哲 2015 日本人 海外旅行 関心 意向 影響 与 要因
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図表 22 今後 5年以内 海外旅行実施意向
中村哲 2015 日本人 海外旅行 関心 意向 影響 与 要因

別 既婚末子 0 6歳 既婚末子小中高生 半数以上 海外

旅行 国内旅行 行 旅行 対 関心 子 小

仕方 国内旅行 考 海外旅行実施者 2割 超 既婚子

既婚子 独立 状況 子 手 状態

時間 取 海外旅行 割合 高 分 注

目 独身子 層 49.8 半分近 回層 若者 旅行離

象徴 結果

年収別 年収 高 海外旅行 実施率 高 傾向 顕著 年収 300万

円未満 人 6.8 海外 行 海外旅行 行 理由

資金 問題 浮 彫

今後 5年以内 海外旅行実施意向 示 図表 22 海外旅行 絶対

行 現実的 難 思 8段階 評定 全体 絶

対 行 前向 意向 13.3 FLC別 絶対 行 独

身子 10.8 対 既婚子 19.6 圧倒的 多 子

既婚末子小中高生 10.0 既婚末子小中高生 9.9 子 現実
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直視 中 行 願望 抑 既婚末子 19歳以上

絶対 行 13.7 既婚子 独立 20.2 子 自立 旅

行 行 気持 再燃 逆 絶対 行 回答

最 少 既婚末子 0 6歳 子 小 行 状況 中行

気持 抑 行 状況 許 行 人 多

一方 年収別 絶対 行 割合 最 低 年収 300万円未満

人 8.9 続 300 500万円未満 10.3 結果 年収 少

人 海外旅行 行 意思 弱 分 図表 21 年収 少 人 海外

旅行 行 人 多 結果 海外旅行 行 意思 弱 大

要因 分 資金 余裕 中 海外旅行 行 資金 出

海外旅行 行 思 経済的 理由 思 海外旅行 関 知識

子 頃 海外 意識 親 海外経験 社会情勢 対 不安 要素

考

前年 旅行状況 海外旅行実施意向 見 絶対 行 割合

回層 5.3 海外 国内 9.7 海外 43.1 海外 行

人 行 人 二極化 明確 表 特 回層 12.7

人 絶対 行 答 情報化社会 実際 行 海

外旅行 行 気持 高

検討 海外旅行 連 行 子 年齢層 子連 海外旅行 行

理由 旅育 子 成長 観点 本当 効果  

海外旅行 人 影響 受 詳 研究 例 少

本稿 学生 社会人 対 行 旅育 効果 検証
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調査名称 海外旅行 効果 関 学生調査

調査対象 本学学生 2年生 4年生 85人

調査時期 2017年 3月 4月

調査方法 : web

図表 23 海外旅行 効果 関 学生調査結果

図表 24 因子分析 固有値表

図表 25 因子 因子負荷量

学生 海外旅行 行 効果 考 図表 23 結果

示 海外旅行 行 視野 広 思 問 対 思

思 93.9 非常 高 学生 海外旅行 行 広 視野 身
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感 海外 行 力 思

問 対 思 思 81.7 海外旅行

力 養 重要性 感 考 海外 行 国際意識 高 思

海外旅行 行 社会 出来事 関心 持 思 問 対

思 思 86.5 76.8 社会人 学生 方 海外旅行

国際意識 社会 出来事 関心 向上 期待 海外旅行 行 経済

観念 身 思 問 対 思 思 71.9 海外

旅行 行 対応 思 問 対

思 思 73.1 結果 学生 海外旅行 経験 少

海外旅行 行 強 効果 感

調査 因子分析 行 因子 抽出 行 回答 思

5 思 4 言 3 思 2 全 思 1

因子分析 固有値表 図表 24 因子 社会 関心 実務対応力 因子負

荷量 図表 25 示 因子 推定方法 最尤法 因子 回転 斜交回転

法

分析 結果 因子 1 社会 関心 因子負荷量 視野拡大 圧倒的 大 続

能力向上 社会 出来事 関心 国際化社会 必要 能力 影

響 与 因子 2 実務対応力 因子負荷量 対応

能力 順 大 海外 対応力 示

続 社会人 海外旅行 行 効果 考 学生

同様 調査 行
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調査名称 海外旅行 効果 関 社会人調査

調査対象 社会人 66人

調査時期 2017年 3月 4月

調査方法 : web

図表 26 海外旅行 効果 関 社会人調査結果

図表 27.子 将来 生活向上 関 社会人調査結果
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図表 28 因子分析 固有値表

図表 29 因子 因子負荷量

図表 30 各変数 海外旅行 将来価値 相関係数
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調査 結果 図表 26 示 子 旅行体験 将来価値 問

対 思 思 回答 91.2 及 旅行 価値 感

社会人 非常 多 分 子 海外旅行 行 視野 広

思 問 対 思 思 回答 84.2 多

社会人 海外旅行 視野 広 感 対 子

海外旅行 行 力 思 問 対

思 思 43.9 半数以下 留 海外 行 力

内容 考 旅行 場合

従 現地 人 会話 全 旅行 重要 要素

子 海外旅行 行 国際意識 高 思 問

対 84.2 思 思 回答 容易 海外情

報 入手 時代 実際 自分 目 海外 国々 見 国際意識 向上

効果 子 海外旅行 行 社会 出来事 関心 持

問 対 思 思 56.1 旅行

目的 言 回答 多 子 海

外旅行 行 経済観念 身 思 問 対 思 思

26.3 低 旅行 中 国 経済事情 違 把握 困難 考

子 海外旅行 行 対応 思

問 対 思 思 54.4 旅行 中 経

験 回答 表 可能性 子 海外旅行 行 家族関係 良

好 問 対 思 思 54.4 半数以上

良好 答

図 27 子 将来 生活向上 関 社会人調査結果 示 子

海外旅行 将来価値 思 問 対 思 思

90.6 子 将来 対 海外旅行 大 価値 持 認識

子 海外旅行 将来価値 思 問 対

思 思 54.7 半分以上 社会人 海外旅行 家族関係 良好 影響

与 考 対 子 海外旅行 行 高学歴

思 子 海外旅行 行 将来高収入 思 子

海外経験 結婚 思 子 将来 状況 対 質問 対

言 回答 最 多 直接的 関係 現時点

見解
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調査 因子分析 行 因子 抽出 行 回答 学生調査

分析 同様 思 5 思 4 言 3

思 2 全 思 1 因子分析 固有値表 図表 28 因子 生

活向上力 国際的視野 因子負荷量 図表 29 示 因子 推定方法 最

尤法 因子 回転 斜交回転 法

分析 結果 因子 1 生活向上力 因子負荷量 学歴向上 将来収入 結婚 効果 順

大 因子 2 国際的視野 因子負荷量 視野 拡大 将来 価値 国際意識向上 順

大 図 30 海外旅行 将来価値 各変数 相関係数

示 海外旅行 将来価値 相関 視野 拡大 非常 強 国際意識上昇

対応 経済観念 社会 出来事 関心 順 学歴 収入 結婚 効果 海外

旅行 将来価値 相関 弱 海外旅行 向上 能力 社会人 基本的 能力 限

子 海外旅行 行 様々 社会人能力 影響 与

感 分 海外 文化 言葉 習慣 常識 気候 景色 多 点 日

本 異 写真 文章 読 多

感動 覚 興奮 思考 巡 考

図表 26 示 社会人 海外旅行 効果 関 海外旅行回数 分

析 結果 図表 31 示 結果 項目 海外旅行回数 多 方

高 傾向 示 特 力 社会 出来事 関心 経済感

覚 対応 海外旅行回数 多 格段 向上 感

初 海外旅行 入 傾向 高 現地 人 取

余裕 多 旅行回数 重 自分 考 行動範囲 広

多 人 取 行 力 結 付 原因 一

考 旅行回数 増 遭遇 回数 増 対応

力 感
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図表 31 海外旅行 効果 海外旅行回数 相関
海外旅行 効果 関 社会人調査結果 分析

海外旅行 行 回数 重 多 能力 向上 感

明 旅育 最大 効果 人

材育成 大事 要素 情報化社会 中 海外 情報 容易 手 入 時代

子 頃 実際 海外 行 経験 他 代 難 財産 考

 5 

本稿 各種調査 独自 大学 社会人 対 結果

人材 必要 社会的能力 大学教育 会社 実践 不十分 子 頃

海外経験 得 旅育 有効 仮説 立 旅育 社会人能力

検証 結果 子 海外旅行 経験 視野 拡大

能力 向上 国際意識 向上 化 必要 社会人能力向上 影響 与

旅行回数 増 相関 強 明 子 頃 海外

旅行 経験 広 視野 国際意識 高 能力 経済感覚

高 効果 国際化 向 人材育成 大 効果 与

子 海外旅行 連 行 理由 機内 不安 現地

病気 懸念 食事 問題 挙 実際 機内 事例 非常 少

子 関 10 以下 旅行 行 不安要素 実際

内容 大 乖離 一度 海外 行 人 先入観 海

外旅行 拒 逆 海外経験者 過去 経験 踏 何 気持 次 旅行 後

押 海外旅行 二極化 原因 一 考

別 旅行実施状況 海外旅行 行 割合 子 家庭

方 圧倒的 多 逆 絶対 行 割合 低 末子 0歳

6歳 親 子 小 行 状況 中 行 状況 許 行 人
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多 6歳以下 子 海外旅行 行 強 意志 必要

旅育 価値 共有 海外旅行 疎外感 低減 増加 可能性

一方 年収別 年収 少 人 海外旅行 行 割合 低 容易 推測

海外 行 意思 弱 海外旅行 関 知識 子 頃 海外 意識

親 海外経験 社会情勢 対 不安 要素 影響 考

海外旅行 効果 因子分析 分析 因子 推定方法

最尤法 因子 回転 斜交回転 法 海外旅行 効果 関 学生調査結

果 因子 社会 関心 実務対応力 抽出 社会 関心 因子負荷量 視

野拡大 圧倒的 大 続 能力向上 社会 出来事 関心

国際化社会 必要 能力 影響 与 実務対応力 因子負荷量

対応 能力 順 大 化 実務的 対応力

関係 強 示

社会人 対 子 海外旅行 効果 関 調査 因子分析

因子 生活向上力 国際的視野 抽出 生活向上力 因子負荷量 学歴向上 将

来収入 結婚 効果 順 国際的視野 因子負荷量 視野 拡大 将来 価値 国際意識向

上 順 大 海外旅行 将来価値 各変数 対 相関 求 視

野 拡大 最 強 相関係数 示 続 国際意識向上 対応 経済観念 社会

出来事 関心 能力 結果 学歴向上 将来収入 生

活向上力 因子負荷量 大 海外旅行 将来価値 相関 低 子

頃 海外経験 社会人 基礎的 能力 影響 大 生活向上力 高 他

要因 複雑 寄与 直接的 効果 低 考 子 海外

旅行 行 将来多 社会人能力 影響 特 視野 広

国際意識 向上 子 頃 海外 目 向 人材育成 重要

高等教育 企業 人材育成 多 行 期間 海外 意識付

大変重要 要素 考

海外旅行 回数 社会人能力 程度影響 海外旅行 効果 関 社会

人調査結果 元 分析 相関 示 結果 視野 拡大

力 向上 国際意識 上昇 社会 出来事 関心 経済感覚 対応

項目 関 海外旅行回数 多 方 効果 高 特

力 社会 出来事 関心 経済感覚 対応 海外旅行回数 多

格段 向上 感 初 海外旅行 入 傾向 高
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27旅育 社会的能力向上 関 分析 鬼木

現地 人 取 頻度 少 旅行回数 重 現地 人

触 合 増 文化 違 認識 価格交渉 行 時 巻 込

多 経験 肌 感 旅育 最大 効果

人材育成 大事 要素 考 日本 国際化 意識 教育 可能

感受性 豊 子 頃 海外 未知 文化 習慣 体験 多 驚 感

新 考 方 生 驚 新 考 力 変

記憶 活用 思考 広

化 進展 中 旅育 一 多 興味 持

積極的 国際社会 活躍 現実

増大 実現可能 考 情報化社会 言 海外 情報 容易 手 入

時代 子 頃 実際 海外 行 経験 他 代 財産 考

人材育成 向 積極的 海外旅行 決断 期待

 6 

化 急激 進展 中 文部科学省 活躍 人材 育成 力

入 大学 教育 組織 改革 会社 社員 化対応力 強化 多 対

策 講 若者 減少 今後 国際対応 多 不安

残

若者 減少 原因 様々 元 検証 結果 海外 行

人 行 人 間 二極化傾向 減少 海外

不安 状況不安 衛生不安 3 要因 海外 行 人 海外 疎外感 拭

起因 海外不安 衛生不安 海外経験 事前 現地調査

和 状況不安 解消 増大 可能性

示唆

本稿 国際化社会 成功 人材育成 高等教育 企業 対応

十分 旅育 有効 仮説 立 研究 進 結果 子

海外旅行 行 将来 視野 拡大 国際意識向上 対応力

能力 強 相関 明 海外旅行 回数 社会的能力

関係 分析 海外旅行 重 視野 拡大 力 向上 国

際意識 上昇 社会 出来事 関心 経済感覚 対応 関 高 効果 得

特 力 社会 出来事 関心 経済感覚
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対応 海外旅行回数 多 格段 向上 感 明

海外旅行 回数 重 現地 人 触 合 増 文化 違 認識 価格交渉 行

時 巻 込 多 経験 肌 感 経験 子

頃 行 多 驚 感 新 考 方 生 考 情報化社会

中 海外 情報 容易 手 入 時代 子 頃 実際 海外 行 経験 他

代 難 財産 確信

本稿 人材育成 旅育 有効 仮説 検証 旅育

経験 子 実際 大人 国際化社会 貢献 研

究 必要 考 海外旅行 目的 計画性 事前準備 旅行後 方 旅育

複雑 要因 多 存在 具体的 旅行 効果的 深 検証

今後 検討課題 課題 残 旅育 価値 認識

増加 日本人 国際化社会 活躍 本稿 調査 少 役 立 幸

 1  文部科学省 2018 P.61

 2  呉淑儀 2013 P.92

 3  吉田文 2014 P.32

 4  産学人材育成 人材育成委員会報告書 2010 P.33

 5  日本経済団体連合会 2011 P.2

 6  森下昌美 島川崇 松園俊志 2012 P.7

 7  森下昌美 2013 PP.50 -51

 8  中村哲 2015 PP.38 -50

 9  鬼木一直 2017 PP.2 -4

 10  2003年 1月 当時 首相 小泉純一郎 2010年 訪日外国人 1,000万人 観光
立国 宣言 2003年 4月 国土交通大臣 本部長 実
施本部 設置 人口減少 低迷 続 日本国内 消費 喚起 後 歴代政権
成長戦略 一環 取 組

文部科学省 2018 教育振興基本計画答申
呉淑儀 2013 日本企業 人材育成 現状 課題 一考察 亜細亜大
学経営論集 第 48巻第 2号
吉田文 2014 人材 育成 日本 大学教育 議論 教育
学研究 第 81巻第 2号
産学人材育成 人材育成委員会報告書 2010 産学官 人材育成

日本経済団体連合会 2011 人材 育成 向 提言
森下昌美 島川崇 松園俊志 2012 公開  旅 育 家族 絆 人間性 Part5 未来 真 旅
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29旅育 社会的能力向上 関 分析 鬼木

育 社団法人日本観光振興協会後援
森下昌美 2013 旅育 現状 定義 考 日本国際観光学会論文集 第 20号
中村哲 2015 日本人 海外旅行 関心 意向 影響 与 要因 玉川大学観光学部紀要 第 3号
鬼木一直 2017 増加 原因 関 情報分析 旅育 効果 観光情報学会論文集
第 15回研究発表会
日本政府観光局 JNTO 2017 統計
国連世界観光機関 UNWTO 2018 世界観光指標 2018

株 JTB総合研究所 2016 2016年海外旅行 現状 調査
株 研究所 JTM 2013 海外旅行志向調査
株式会社 2009 海外旅行 関 調査
木舟周作 2015 海外旅行 子供 育 !! 出版
地球 歩 方 2014 子供 行 海外旅行 本音調査

損保 2009 子連 海外旅行 関 調査
就職 研究所 2018 就職 調査 2018年卒 調査報告書
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簿記初学者 課題演習時間 主体的学習支援環境
提供 影響 調査
自律性支援 内発的動機付 関係

福 山 倫 基

 主体的学習 課題時間 主体的学習支援環境 自律性支援  

内発的動機付

教員主導 傾向 簿記教育 課題演習時間 学生主導 課題演習 行

学習支援環境 提供 内発的動機付 向上 説明

内 教員 行為 学生自身 疑似的 実行 仕組 重要 要因 提唱 検

証 行 簿記初学者 対 一定期間 通 設計 学習支援環境 適用

適用 分 後 自律性支援 内発的動機付 関 検証 行

結果 学習支援環境 適用 自律性支援 関係性 内発的動機付 期間 通

高 分 一方 適用 測定結果 安定性 無

二 結果 学生主導 実行 自律性支援 仕組 提供 継続的 関係性

介 内発的動機付 向上 示 学生 主体的学習 促進 手段 一

得 結論付

学生 主体的学習 大学教育 過程 実現 学習環境 以下 主体的学習支援環境 対

要請 年々大 世論的 側面 主体的学習支援環境 関 要請

平成 24年 8月 24日 出 中央教育審議会 答申 以下 答申 大学

学士課程教育 質的転換 関 要請 主 要請 中 学士過程教育

主体 学生 講義 場 対 学生 主体的 問題 発見 解 見

能動的学修 転換 必要 述 会計教育 側面 主体的学習

支援環境 関 要請 柴 2007 挙 会計学教育 覚 教育
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考 創造 教育 転換 段階 示唆 該当 示唆 学生自

主体的学習 行 学習環境 提供 大学教育 役割

大学教育 会計教育 主体的学習支援環境 対 要請 中

会計教育 入門科目 簿記教育 次 理由 主体的学習支援環境 設計

難 考 理由 簿記 普通科高校 卒業 大学 入学 学生

初 学 学問 挙 簿記 高等教育 学習内容 連続性 無

学生 高校卒業 培 知識 用 教科内容 類推 困難

講義形式 教員 主導 得 学生 教 内容 覚

中心 得 入門科目 簿記 対 主体的学習支援環境

設計 困難 事実 困難 解消 先行研究 見受

例 木本 2016 反転授業 行 講義時間 質疑応答 場

設計 実現 主体的学習支援環境 設計 成功 工藤 2016

取引 簿記 知識 開発 通 学生自身 体験 講義時間 主体的学

習支援環境 設計 先行研究 講義時間 内 教員 学生 片方向的 知

識伝達 行 講義活動部分 関 学生主導 行 仕組 提供 一定 効果 挙

入門簿記 講義時間 一 大 活動時間 活動時間 教授

内容 反復練習 課題演習時間 次 二 調査 確認 日

本簿記学会簿記教育研究部会最終報告 平成 14年 学生 学習 反復

練習 多 回答 確認 柴 2007 日本会計研究学会

最終報告 平成 18年 実際 行 簿記 授業 反復練

習型 授業 多 確認 柴 2007 入門科目 簿記

課題演習時間 関 学生 主体的学習 行 出来 仕組 提示

必要 問題意識 持

現状 学生 課題演習時間 活動 教員 提示 課題 解答解説 聞

形式 内容 基礎科目 独学 行 解

答解説 用 振 返 自身 手 行 程度 課題 取 組 活動

対 主体性 乏 活動 課題

演習時間 教員 行 活動 内 特定 学生 役割 与 自分 同

思 学生 疑似的 識者 役割 持 学生 中心 共同 課題 取 組

活動時間 変 独学 出来 感覚 強制的 感覚

言 換 疑似的 識者 投入 課題演習時間 主体
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的学習 促進

本稿 課題演習時間 学生 主体的学習 促進 環境 設計 実際 主体的

学習 促進 検証

本稿第Ⅰ節 述 検証事項 具体的 仮説 提示 次 点 明

本稿 目的 主体的学習 定義 行 次 定義 主体的学習 効果 測 尺度

学生 主体的学習 促進 行 教員 働 関 効果 測 尺度

明 最後 本稿 検証事項 仮説 提示

本稿 目的 主体的学習 定義 行 主体的学習 促 教授法

先行研究 多数存在 中 定義

整理 三浦 2010 須長 2010 溝上 2014 先行研究

定義 学生 学習 学 場 授業 対

主体的 能動的 取 組 仕組 主体的学習 学習者自身 講義

内容 対 知識量 講義 特性 細 定義 異 考 本稿 対象

講義 入門簿記 講義 受講 学生 商業高校出身 学生

限 大学 初 会計学 触 学生 知識 乏 状態 商業高校出身

学生 比率 高 入門簿記 講義形式 知識伝達 行

講義内容 元 反復練習 復習 課題 取 組 理解 深 形式

学生 特性 知識 乏 課題 取 組 理解 促進 講義形

式 主体的 学習 定義 疑問 対 解 最 近 考 溝

上 2015 溝上 2015 学習者 主体性 強調 学習 深 課題依存型

主体的学習 自己調整型 主体的学習 自己物語型 主体的学習 順 主体性 捉 方

対自的 主体的 学習 提示 溝上 2015 課題依存

型 主体的学習 課題 取 組 例 元 学習者 課題

働 力点 学習者 課題 学習 述 溝上

2015 学校教育 文脈 学習 自体 多 生徒学生 与 課

課題 発現 主体性 考 主体的 学習論 基

本 述 課題依存型 主体的学習 定義 先述 本学 入門簿記

講義形式 学生 知識量 特性 考慮 入門簿記 主体的学習 定義

適用 自明 理 本稿 主体的学習 与 課
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題 対 学生自身 主体的 取 組 定義

次 定義 主体的学習 効果 測 尺度 学生 主体的学習 促進 行 教

員 働 関 効果 測 尺度 明 主体的学習 効果 測 尺

度 検討 尺度 関 内発的動機付 1 関 尺度 妥当 考

本稿 主体的学習 課題 依存 課題 主体的 行

自体 対 内発的 動機 必要 Deci & Ryan 1985 1999 2002

内発的動機 高 関係性 自己決定感 先行研究 自律性

記載 以下 本稿 自己決定感 有能感 三 心理的欲求 満 条件

主体的学習 効果 測 尺度 内発的動機付 並

関連 関係性 自己決定感 有能感 2 用 次 学生 主体的学習 促進

行 教員 働 関 効果 測 尺度 考察 行 先述 主体的学

習 効果 測 尺度 検討 際 関係性 自己決定感 有能感 三 欲求 高 重要性

明 三 欲求 高 先行研究 鑑 自律性支援 重要性 指摘

例 市川 1995 速水 1998 自律性支援 選択 与 外

的 圧力 小 自律性 欲求 満 風土 環境 指 安藤 2002

Baard,Deci 2004 管理者 自律性支援 行 部下 認知 有能

感 自己決定感 関係性 自己 生 欲求 満 述

教育実践研究 中 同様 結果 報告 田中 桜井 1996 学生 自律性

支援 認知 関係性 正 影響 及 述 鹿毛 上淵 大家

1997 自律性支援 信念 強 持 教師 学級 児童 有能感 高 述

安藤 2000 自律性 支援 認知 生徒 自己決定

程度 高 動機 持 示 先行研究 学生 主体的学習 促進

行 教員 働 関 効果 測 尺度 自律性支援 用 妥当

考

最後 本稿 検証事項 仮説 提示 主体的学習 効果 測 尺度 学生

主体的学習 促進 行 教員 働 関 効果 測 尺度 明 過

程 下図並 H1 H7 仮説 提示
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5簿記初学者 課題演習時間 主体的学習支援環境 提供 影響 調査 福山

図表 1　本稿 仮説

H1 自律性支援 認知 内発的動機 正 影響 及

H2 自律性支援 認知 関係性 正 影響 及

H3 自律性支援 認知 自己決定感 正 影響 及

H4 自律性支援 認知 有能感 正 影響 及

H5 関係性 内発的動機 正 影響 及

H6 自己決定感 内発的動機 正 影響 及

H7 有能感 内発的動機 正 影響 及

課題学習時間 対 提供 主体的学習支援環境 効果 提供 場合 効果

的 時系列的 検証 必要 下記 検証事項 郡内比較並

群間比較 行 検証

検証 1  課題演習時間 主体的学習支援環境 提供 主体的学習支援環境 提供

場合 比 学生 教員 自律性支援 認知 内発的動機 向上

検証 2  講義期間 通 課題演習時間 主体的学習支援環境 提供 学生 教員

自律性支援 認知 内発的動機 継続 高

以上 仮説及 検証事項 対 次節 方法 用 検証 行

1

入門簿記 講義 受講 東京富士大学 大学生 44名 対象 受講者 性質

大学 入学 初 簿記講義 受講 学生 設計 主体的学習支援環境 効

果 有無 見 受講者 設計 主体的学習支援環境 利用 学生群 20名

利用 学生群 24名 分 受講者 分割 事前 学生 説明

用 行 測定時期 講義後 4月第 3週 商品売買取引 関

講義終了後 6月第 3週 現金預金取引 関 講義終了後 7月第 1週 期末試験終了
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後 8月第 1週 四回行 調査 狙 第 1回目 測定 講義開始前 受講生

状態 調査 後 測定時期 設計 主体的学習支援環境 利用 学

生群 利用 学生群 課題演習時間 主体的学習 関 変化 見 本稿第二

節 設定 測定尺度 用 時系列的 記録

2

課題演習時間 主体的学習支援環境 設計 以下 二点 明 一点目

本学講義 入門簿記 目的 課題演習 現状 二点目 課題演習

時間 設計 行 上 起 問題点

先行研究 元 明示化

上記二点 明 考慮 設計 主体的課題演習時間 学習支

援環境 紹介

2. 1

本学 入門簿記 関 概要 説明 当該授業 日商簿記検定 3 4

級程度 内容 対象 財務諸表作成 簿記一巡 手続 説明 出発 後 基本

的 商取引 関 会計処理 一通 説明 技法 習得 目的

本講義 課題演習内容 技法 習得並 背後 理論 理解 図 日商簿記

検定 出題 設問 改良 用 主 直近 2年間 学期末 課

題演習 難易度並 取 組 方 関 簡単 実施 次 傾向 読

取 難易度 関 難 感 学生 多 傾向 取 組 方 関

教員 解答解説 復習 傾向 強 本学学生

課題演習 関 自身 積極的 解答 求 活動 行 見受

次 上生 問題点 先行研究 元 明 丹治 2013

二人以上 個人 集団活動 参加 相互 影響 受 心理的 変化 成長

発達 定義 岩崎 小野原 2003 狙 学生

一人一人 講義内容 対 自分 意見 持 上 積極的 主体的 関与

構図 作 出 主 狙 述 定義 狙

鑑 確 課題演習時間 化 学生 主体的学習 促進

実現 次 失敗事例 存在 平成

26年度 文部科学省 失敗事例 中 特

失敗事例 多 紹介 図表 2参照
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図表 2　 失敗原因　 出典 名古屋商科大学 2015

図表 2 鑑 主体的学習 未実現 役割 不明確 評価 不明確

内 第二節 挙 内発的動機 高 有能感 自己決定感 関係性

三 欲求 向上 自律性支援 仕組 欠 点 散見 設計

主体的学習支援環境 上記 三 欲求 刺激 自律性支援 要素 取 入

2. 2

設計 主体的課題演習時間 学習支援環境 以下 設計 環境 紹介 行

設計 環境 次 二 構成 一 内 関係性 高

一 役割 割 振 行 課題演習 行

以下 紹介 行

2. 2 .

内 関係性 高 概説

元 開発 主 目的

割 振 関係性 構築 次 副次的 効果 副次的

効果 学生 勘定科目 対 演繹的 思考能力 高 発現

開発 述

登場 役職 勝利条件 以下 図表 3 示
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庶民

所属 陣営 庶民陣営 庶民陣営 陣営

役割
勝利条件

答 探 当
間 紛

多数決 告発
勝利 目指 役職

勝利条件 特定

庶民陣営 一員
参加
答 事前 知
基本的 質問 中 発言

許 庶
民 質問
質問 対

回答不能 答
一方 推理

自由 発言 庶民陣
営 追求

多数決 投票権
有 勝利条件 庶民

同

庶民陣営 敵対 役職
以外 質問
参加

唯一 答 知
潜伏

制限時間内 庶民
答 着 誘導

悟 行動
制限時間内 答

庶民陣営 当
告発

指名 場合
勝利

図表 3　 登場 陣営並 役割 勝利条件

次 流 紹介 役職決 答 決定 質問 推理

告発 順 進行

役職決 行 役職 書 札 人数分 裏面 各 配

他 自分 役職 確認 当

場合 札 開示 宣言 以後進行 取 仕切 以外 庶民

終了 役職 公言 役職 基本的

一人 一人 以外 庶民

次 答 決定 以外 目 閉 裏面

場 置 20枚 勘定科目 書 一枚 表面 置

表面 書 勘定科目 答 記憶 答 他言

次 表面 目 閉

目 開 指示 制限時間内 答 確認 目 閉

確認 終 再 目 開 答 表示

裏面 終 全員 目 開 指示

質問 次 行 5分間 行

質問 受 付 将来 金 権利

商取引 関係 借方項目 質問

応答 発言 順番 自由

例 売掛金 答 別称 名指

正解 推理 移行 制限時間内 答 辿 場合 庶民
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陣営 陣営 共倒 敗北扱

推理 次 行 互 相談 制限時間 5分以内

場 誰 推理 話 合 参

加 自分 嫌疑

告発 正解者 多数決 含 挙

手 取 決 取 過半数 超 越 正解者 札 開示 挙手 過

半数 超 場合 正解者 指名 正解者 本当

場合 庶民陣営 勝利 庶民 場合 勝利 挙手者

過半数 超 正解者 告発 場合 正解者 正体

勝利 正解者 庶民 明 場合 更

追求 続行

正解者 告発 正解者 庶民 場合 告発

第二段階 進 投票 自分 考 各々一斉

指 指名 札 開示 正解者庶民 投票

先 除外 投票権 有 投票 一番多 票 獲得

告発 告発 札 開示

庶民陣営 勝利 庶民 勝利

進行 進 主 目的 先 述 内

関係性 構築 形式 構築 2016年度 学生 提

供 本学学生 学習支援 解析

閲覧傾向 高 結果 参考 共通 関心事項 通

関係性 構築 考  

2. 2 .

次 役割 割 振 行 課題演習 行 概説 行

目的 自己決定感 有能感 刺激 発現

設計 述

登場 役職 役割 述 役職 教員陣営 学生陣営 分

教員陣営 司会者 解説者 所属 司会者 役割 筆者 直近 20回分 日商簿記検

定三級試験 問 1 商品売買取引 現金預金 分類 以下 設問選択

任意 設問 選択 権限 持 解説者 学生陣営 挑戦者 設問 解答

間 設問選択 解答 解答導出 確認 学生陣営 説明 準備並 説

明 行
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学生陣営 挑戦者 所属 挑戦者 司会者 出 設問 解答

解説者 解説 部分

次 流 紹介 役職決 司会者 活動 挑戦者 活動

解説者 活動 活動 順 進行

役職決 役職 書 札 人数分 表面 各学生 配 役職 決 司会者

活動 移 司会者 設問選択 課題演習時間前 教員 行 講義内容 合致

分類 設問 選択 設問 選択 司会者 学生陣営 設問 見 設問 見 終

画面遷移 押 解答解説画面 遷移 解説者 端末 渡

挑戦者 活動 司会者 見 設問 解答 間 解説者 活動 開始

解説者 解説 自分 言葉 説明 準備 準備 終

挑戦者 解答 終 段階 解答解説 行 活動 解説者 解答解説 行

始 解説者 解答解説 聞 解答 出 記述 解説

終 段階 解説者 確認

次 自己決定感 有能感 刺激 目的 達成 考 以下 示

有能感 関 述 参考 先行研究 次 述

Murphey 1998 教員 学習者 年齢的 社会的地位 差

必 理想的 手本 述 Dörnyei 2001 学習

者 同年齢 仲間 近 手本 身近 小型神 様々 望 態度 実践

活用 効果的 述 解説者 設問 関

解説 行 点 身近 小型神 得 解説者 関連 簿記問題

解説 点 有能感 感 挑戦者 解答 正解 解説

正 抑 有能感 感 役割間 相互作用 有能感 生 考

司会者 設問 選択権 与 根拠 次 先行研究 安藤 2000 授業

内 行動 選択権 生徒 与 自律性 支援 認知 生徒

自己決定 程度 高 動機 持 示 設問 選択肢 与

自己決定 自律性 芽生 考 課題演習時間 学習支援

環境 設計

2. 3

用 尺度 次 内発的動機 関 桜井 高野 1985

開発 尺度 用 尺度 Harter 1981 内発的動機 尺度 日本語版 桜
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井 1983 参考 内発的動機 感情機能 含 構成要素 網羅的

測定 構成要素 桜井 1983 ①知的好奇心 興味

好奇心 知的課題 取 組 傾向 ②達成 教師 友人 頼 自分 力 問題

取 組 傾向 ③挑戦 難 課題 取 組 傾向 三要素 構成

内発的動機 影響 及 要因 有能感 自己決定感 関係性 廣森

2003 開発 尺度 用 尺度 3変数 各 4項目計 12問

質問 構成 本稿 3変数 質問 中 2項目 選択 使

用

自律性支援 関 安藤 1999 使用 認知尺度 10項目 中 3項目 選択 使

用

以上 尺度 選択肢 尺度 5件法 当 当

分 当 非常 当 用  

3

一度目 四度目 4月第 1週 8月第 1週 調査 集団形式 配布 行

二度目 三度目 調査 6月第 3週 7月第 1週 集団形式 以下 手続 行

①課題演習時間 設計 環境 適用 以下 C 適用

以下 NC 分

② C 課題演習時間 本節 述 行 後 役割 割

振 行 課題演習 行 NC 課題演習時間

教員 用意 仕訳 設問 解答 教員 解答解説 聴講

③ 商品売買取引 現金預金取引 受講内容 受講 後 即日

配布 内容 一回目 四回目 共通 内容 関

回答 求

四回分 調査結果 基礎統計量 関 各変数 平均 標準偏差 以下

SD 図表 4 全体 自律性支援 有無別 示
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図表 4　各変数 平均 標準偏差　 全体 学習支援環境適用 有無別

四回 反復測定 調査結果 元 自律性支援 内発的動機付 変化 対応 t

検定 郡内比較 結果 図表 5 示

図表 5　自律性支援 内発的動機 郡内比較 ** p < .01, * p < .05

四回 反復測定 調査結果 元 自律性支援 内発的動機付 変化 Welch

t検定 群間比較 結果 図表 6 示
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図表 6　自律性支援 内発的動機 群間比較 ** p < .01, * p < .05

四回 反復測定 調査結果 元 自律性支援 行 講義 内発的

動機 関連 有能感 自己決定感 関係性 三要素 有能感 自己決定感 関係性 自

律性支援 認知 各関係間 相関係数 算出 結果 図表 7 示

図表 7　変数間 相関係数 ** p < .01, * p < .05

結果 元 次節 第二節 立 仮説並 検証事項 次 考察

図表 5 結果 検証 2 関 考察 行 C 設計 環境適用後

二回目測定時点 自律性支援 1.076 内発的動機 1.019向上 変化

対応 t検定 有意 p< .01 三 四回目測定地点 自律性支援 内発的動

機 低下 変化 対応 t検定 有意 変化

一方 NC 見 変化 不確実 郡

内比較 結果 課題学習時間 学習支援環境 提供 課題 取 組 対
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内発的動機 継続的 向上 影響 及 解釈 自律性支援 学

習 内発的動機付 関係 Black & Deci, 2000 Deci, Schwartz, Sheinman & 

Ryan, 1981 先行研究 教師 自律性支援的 児童 生徒 内発

的動機 高 先行研究 自律性支援 認知 学生 学

習 対 内発的動機 正 影響 及 明 同 自律性支援 仕組

継続適用 正 影響 及 続 明 本稿 郡内比

較結果 表 自律性支援 継続的 内発的動機 正 影響 及 結果

結果 次 先行研究 鑑 解釈 容易 Reckert, H. W. 1994

受 学生 対 受 自体 楽 条件付 行

対 不安 取 除 成功 述 Reckert, H.W.

研究 条件付 関 研究 結果 本稿 C 条件付 設

計 環境 活用 中 為 考 C 課題 行 前 入門

簿記 関連 好奇心 想起 行為 紐 行 課題 行

自体 楽 興味 感情 条件付 C

内発的動機 安定 高 状態 時系列 遷移 解釈 設計 環境

適用 部分 得 感情 課題活動 紐 内発的動機 継続的 影響

及 示唆 得

次 検討 1 考察 図表 6 群間比較 行 図表 6 三回目

測定時点 自律性支援 t値 - 3.462 p< .01 NC 方 自律性

支援 変化 正 有意 四回目測定時点 内発的動機 t値

- 2.027 p< .05 NC 方 内発的動機 変化 正 有意

時系列 NC 方 内発的動機 自律性支援 認知

測定 効果 出 見 現象 先 行 郡内比較 結果 元

解釈 容易 郡内比較 結果 C 内発的動機 条件付 安定

高 推移 行 対 NC 内発的動機 低 状態 不安定 推移

C 効果 発現 二回目測定時点 群間 平均 差 着目

2郡 内 内発的動機 変化 影響 及 検討 二回

目測定時点 t値 自律性支援 11.518 内発的動機 6.237 2

群 平均 差 共 統計的 有意 p< .01 結果 設計 環境 適用 方

学生 内発的動機 自律性支援 認知 大 変化 与 解釈

解釈 郡内比較 解釈 挙 Black & Deci, 2000 Deci Schwartz Sheinman & 

Ryan 1981 先行研究 支持 郡内比較 群間比較 解釈
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簿記初学者 講義内課題演習時間 対 主体的学習支援環境 提供 課題 取

組 関 内発的動機 継続的 向上 役割 果

郡内比較 群間比較 内発的動機 自律性支援 認知 変数 差

検討 設計 環境 学生 様 感情機能 作用 内発

的動機 向上 至 効果 及 関 明

C 得 反復測定 関 相関分析 行 内発的動機

効果 及 考察

自律性支援 有能感 内発的動機 関係 仮説 H4 H7

考察 図表 7 自律性支援 有能感 間 有意 相関関係 見 有

能感 内発的動機 間 相関係数 r 20 =.652 p< .01 r 20 =.342 p< .05 r 20 =.355

p< .05 r 20 =.536 p< .01 左 一回目 二回目 三回目 四回目 正 相関関係

有能感 内発的動機 間 正 相関関係 自律性支援

有能感 間 相関関係 有能感 内発的動機 関係

本稿第二節 挙 Deci & Ryan 1985 2002 述 内発的動機 源泉 有能感

自己決定感 関係性 先行研究 支持 自律性支援 有

能感 相関関係 見 結果 鹿毛 上淵 大家 1997 学生 自律性支援

認知 有能感 向上 先行研究 結果 異 自律性支援 有能感

関 本調査結果 先行研究結果 異 原因 解釈 異 原因 考察

測定対象者 有能感 関 考察 行 必要 小塩 2001 有能感

自己主張性 関連 述 Halford 1982 不安 高 自

己主張性 阻害 可能性 述 先行研究 元 測定対象者 大学 行

POMS短縮版 用 気分 調査結果 以下 気分調査 照 合 考察 気分

調査 不安 緊張尺度結果 3 9.18 値 数値 POMS短縮

版 標準化 出 不安 緊張 値 男性 6.7 女性 7.1 高 数値

不安 緊張 感 解釈 測定対象者 不安 感

自己主張性 安定 結果 有能感 得 状態 推測 測定

対象者 簿記学習初学者 講義 内容 課題 初見 状態 講義期間 通 続

課題 対 自分 解決策 対 常 不安 覚 考 常 不安

置 状態 原因 有能感 促 教員 認知

有能感 値 不安定 推測 自律性支援 有能感 関 本調査結果 先

行研究結果 異 原因 不安 覚 対象者 性質 有能感 測定値 不安定

原因 解釈
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次 自律性支援 自己決定感 内発的動機 関係 仮説 H3 H6

考察 図表 7 自律性支援 自己決定感 間 相関係数 r 20 =.358

p< .05 r 20 =.546 p< .01 左 三回目 四回目 正 相関関係 一方

自己決定感 内発的動機 間 有意 相関関係 見 自律性支援

自己決定感 間 一部正 相関関係 自己決定感 内発的動機 間 相関

関係 結果 自律性支援 自己決定感 関係 関 結果 本稿第二

節 挙 安藤 2000 先行研究 支持 自己決定感 内発的動機

関係 先 挙 Deci & Ryan 1985 1999 2002 先行研究結果 異

異 解釈 Rob.C, Reb.R, Adam.G 2016 心理的安

全性 4 担保 共同作業 生産性 高 研究結果 鑑 解釈

容易 C 各測定時点 通 関係性 尺度 高 値

内 関係性 構築 心理的安全性 感情機能 発現 課題 取 組

単位 認知 広 結果 認知 自己決定感 個人 感情 起因

測定値 抑制 解釈

自律性支援 関係性 内発的動機 関係 仮説 H2 H5

考察 図表 7 自律性支援 関係性 間 相関係数 r 20 =.440 p<.01 r

20 =.516 p< .01 r 20 =.473 p< .01 左 二回目 三回目 四回目 正 相関関係

関係性 内発的動機 間 相関係数 r 20 =.433 p< .01 r 20 =.402

p< .05 r 20 =.419 p< .05 r 20 =.729 p< .01 左 一回目 二回目 三回目 四回目

正 相関関係 自律性支援 認知 関係性 関 結果 田中 桜井 1996

学生 自律性支援 認知 関係性 正 影響 及 先行研究 支持

関係性 内発的動機 関係 関 結果 先 挙 Deci & Ryan

1985 1999 2002 先行研究結果 支持

最後 自律性支援 内発的動機 関係 仮説 H1 考察

図表 7 自律性支援 関係性 間 相関係数 r 20 =.356 p< .05 r 20 =.373

p< .05 左 一回目 四回目 正 相関関係 結果 先 挙

Black&Deci, 2000 Deci, Schwartz, Sheinman& Ryan, 1981 先行研究 一部支持

以上 設計 環境 適用 学生 様 経 内発的動機 向上

至 関 考察 結果 本稿 設計 環境 課題学習時間

適用 結果 自律性支援 関係性 相関 関係性 内発的動機 強 相関

測定対象者 有能感 自律性支援 相関 自己決定感 内発的動機 相関
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点 先行研究 述 結果 異 結果 基

有能感 自己決定感 内発的動機付 向上 欲求 個人 抱

形成 内 関係性構築 関 仕組 注力 主体的学習支援環境 課題活動時間

取 入 出来 主体的学習 促進 期待 示唆 得  

本稿 調査 課題演習時間 対 疑似的 識者 内 投入 着

目 設計 主体的学習支援環境 継続的 適用 内発的動機 高 学生 主体

的学習 支援 検証 主体的学習支援環境 適用 場合 内

発的動機 向上 効果 生 内発的動機 影響 及 三要因 有能

感 自己決定感 関係性 自律性支援 尺度 用 相関関係 調 検証 行

結果 自律性支援 向上 関係性 向上 関係性 向上 内発的動機 向上

相関関係 検証 有能感 自己決定感 関 先行研究

異 相関関係 見 本研究 内発的動機 効果 及

関係性 継続的 高 維持 内発的動機 向上 維持

結果 得

結果 会計学教育 中 特 入門教育 次 貢献 考

答申 学生 主体的学習 簿記 課題演習時間 比率 多 講義科目

実現 場合 関係性構築 支援 仕組 注力 主体的学習支援環境 適用

有効 手段 一 提示 点 内発的動機 継続的 向

上 手段 一 明 貢献 内発的動機 影響 及

三要因 継続的 向上 続 内発的動機 影響 及 続 可能性

主体的学習 支援 講義設計 行 考

例 英語 学習 経験 子 語 語 比較的容易 習

得 学習 正 転移 用 有能感 主 刺激 内発的動機

影響 及 講義 課題 内容 複数用意 学生 選択 自己決定感

高 続 内発的動機 影響 及 講義 各大学 学生 適 講義 設計 考

方法論 関 一定 貢献 与 考

現在 実施方法 行 多

本稿第三節 取 上 必 上手 解決策 一

本稿 行 学生同士 関係性 構築 仕組 緩衝材 適用
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有効 提示  

今後 課題 本研究 示 結果 統計的 有意 明

結果 一般性 確認 研究 必要 考 本研究

学生 主体的学習 促進 学習 質的側面 着目 理解 側

面 調査 必要 本研究 関係性 向上 内発的動機 向上 続

自体 潜 問題点 残 大

内 管理 困難 関係性向上 実現 可能性 高

問題点解消 学生 主体的学習 促進 教員 支援 関

研究 必要 学士過程教育 質的転換 実現 真

意味 捉 大学入学 卒業後 至 大学内外 様々 元 判

断 必要 大学全体 学士過程教育 質的転換 関 理解 協力 必要

実施 点 課題

課題 残 学生 大学生活 通 様々 課題 対 主体的 取 組

姿勢 育成 教員 支援 模索 教育研究 必要

中 本稿 調査 少 今後 会計教育研究 役 立 幸

1 活動 自体 活動 目的 行為 過程 Deci, et al 1999

2 関係性 親 教師 大切 他者 受容 感覚 田中 桜井 1996 自
己決定感 自己 何 拘束 自発的 行動 感覚 Deci, 1981 有能
感 自己 環境 効果的 影響 及 感覚 Deci, 1981

3 数値 高 高 不安 緊張 感 解釈
4 他者 心遣 同情 配慮 共感 指 Rob.C, Reb.R, Adam.G 2016
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社会人基礎力 向上 与 状況的学習 効果
著 Situated Learning 考察

鬼 木 一 直

 状況的学習 授業外学習 主体性 社会人基礎力

 経済産業省 2018年 人生 100年時代 社会人基礎力 新社会人基礎力 定義 従

来 社会人基礎力 継承 上 何 学 学 活躍

新 3 視点 追加 状況 中 社会人基礎力 育成 実

践経験 重要性 見直 状況的学習 注目 本稿 状況的学習 Situated 

Learning 言葉 元 人類学者 人工知能研究者

同名 著書 Situated Learning Legitimate Peripheral Participation 深 考

察 現代 社会人基礎力 向上 状況的学習 方 模索 状

況的学習 必要 検討 目的

調査 結果 状況的学習 社会人基礎力 多 要素 大 影響 与

因子分析 行 学外授業 行 社会人基礎力 能力 中 特

力 力 対 高 効果 示 明

社会人基礎力 向上 状況的学習 遂行 中身 重要 授業 中

状況的学習 賄 困難 指摘 状況的学習 関 例 多数報告

大学 授業内 取 組 終始 多 大学 状況的学習 関 授業

外 活動 効果 報告 例 非常 少

本稿 授業 中 授業外学習 状況的学習 効果 高

仮説 設定 検証 行 大学内 実行委員

社会人基礎力向上 効果 明 形成

関係 分析 社会人基礎力向上 効果 職種 勤務内容

勤務時間 効果 差 見 勤務時間 多 学習時間 短 悪影

響 出 時間 高 主体性
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仕事 組織 適正 最適値 示唆

 1. 

総務省統計局 学校基本調査 2017年 大学進学率 男子 52.1 女子

56.9 平成 7年 20年間 約 1.8倍 増加 大学進学率 高 中 大学教

育 質 重要 仕事 実社会 必要 知識 技能

向上 強 求 経済産業省 2006年 社会人基礎力 提唱 企業 組織

中 仕事 行 上 必要 基礎的 能力 3 能力 12 能力要素 育成

掲 2018年 社会人基礎力 重要性 増 人生

100年時代 社会人基礎力 新社会人基礎力 表現 社会人基礎力 発揮

目的 学 組合 図 自 積 上 必要 位置付 新社

会人基礎力 従来 社会人基礎力 継承 上 何 学 学

活躍 新 3 視点 追加 1

文部科学省 中央教育審議会 2018年答申 中 今後 教育政策 関 基本的

方針 夢 志 持 可能性 挑戦 必要 力 育成 社会 持続的

発展 牽引 多様 力 育成 生涯学 活躍 環境 整備 誰 社会 担

手 学 構築 教育政策推進 基盤整備 挙
2 知識 技能 思考力 判断力 表現力等 学 向 力 人間性等 資質 能

力 調和 個人 育成 学習 通 身 付 知識 技能 経験 地域 社会 活動

生 者 割合 向上等 掲 学 手段

推奨 小中学校 学習指導要領改訂案 主体的 対話的 深 学 記載

受動的 授業 能動的 教育 重要性 指摘 3 新社会人基礎力 高

教育方針 基 実践的 学習 必要 本稿 社会人基礎力 育成

重要 案件 状況的学習 取 上

藤井 2010 山口大学 型授業 専門知識 実践 場 展開

活用 普遍的基礎能力 育成 意識付 目的 絞 科目 開講 報告

自分 成長 技術 習得 目標 特 学生 自 学 成長 態度 植

付 狙 開講初年度 教授 技術 授業内 同世代 学

生 相手 実践 身 付 授業 後 社会人基礎力 成長 能力指標

位置付 履修生 教授 自己成長 技法 産学連携 実施 課題 場

実践 学生 能力強化 目指 授業 変更 形態
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授業 PBL Project Based Learning 言 教育学者

提言 学習理論 与 課題 解決 中 能力 育成 目指 課題型解決型

学習 例 型授業 学生 主体性 力

向上 効果 発揮 多 事例 紹介 藤井 課題 学生

持 素養 経験 少 背伸 専心 取 組 具体的 課題 設定

何 大事 記載 4 授業 短 期間 中 身 丈

合 課題 具体的 与 難 指摘 主体性向上 観点

多人数 受 入 好 言 指摘 授業 設定 中 制約

条件 十分考慮 大事 考

川田 2015 地域貢献 団体 連携 型授

業 報告 行 地域 社会問題 関心 広

協同学習 社会人基礎力 高 目的 地域貢献

題材 取 込 自発的 活動 結 付 手法 活用

実行 学生自 将来必要 学習 意味 確認

可能 本 学生 実際 行

授業 中 学習効果 高 教材 川田

学生 地域社会 一員 何 気 必要 述
5

東京富士大学 以下 本学 称 社会人基礎力 向上 教育 大

軸 一 実務 IQ 掲 6 実務能力 統合

人材 育成 目指 地元企業 連携 取 授業 中 企業 訪問

会社 連携 実際 現場 経験 積 各種 実習 企業 情報

活用 学 経営情報学 状況的学習 実践 授業 活動 多 行

上記例 多 大学 型授業 増 社会人基礎力 向

上 観点 見 状況的学習 7 授業 中 取 入 重要 考

型授業 参加型 主体的 授業参加 特徴

具体的 課題 設定 苦慮 多 近年 教育実践研究 重要性 見直 状況的

学習 注目 状況的学習 1991 提唱 言葉

教 学 経験 常 活動 実践 中 埋 込

指 実務 近 学習形態 松本 2006 状況的学習 社会 動

的 複雑 社会的構成 捉 個人 社会 二項対立 乗 越 主張



富　士　論　叢

92

4

8 学習 社会的相互作用 実践 参加 学習効果 高

本稿 状況的学習 Situated Learning 言葉 元

同名 著書 Situated Learning Legitimate Peripheral Participation

深 考察 現代 社会人基礎力 向上 状況的学習 方 模索

状況的学習 必要 検討 目的 本学 状況的学習 実

例 挙 状況的学習 社会人基礎力向上 効果 程度 社会人基礎力

要素 影響 与 企業 役 立 人材 育 貢献

検証 結果 社会人 学生 状況的学習 社会人基礎力向上 多 要素 強

寄与 企業 働 上 価値 認識 明

授業 状況的学習 取 入 授業 社会人基礎力 高

限界 仮説 立 授業外学習 状況的学習 促進

効果 検証 授業外学習 社会人基礎力向上 効果 詳 検討

 2. 

状況的学習 Situated Learning 言葉 人類学者 1991 人工

知能研究者 1991 同名 著書 Situated Learning Legitimate 

Peripheral Participation 主張 状況 埋 込 学習 言

教 学  経験 常 活動 実践 中 埋 込

指

状況的学習 特徴 以下 挙

① 参加 学校教育 訓導 介 実際的 活動 従事

② 貢献 社会的 共同体 中 自分 役割 発見 創出

③ 自己実現 学習 到達点 共同体 一員 一人前

状況的学習 学習 生起 社会状況 関係 焦点 当

学習 命題的知識 獲得 定義 特定 社会的共同参加

状況 中 置 考 立 学習 獲得 技能 極

相互作用的 生産的 役割 持 状況的学習 正統的

周辺参加 Legitimate Peripheral Participation 条件 実際 仕事 過程 従事
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業務 遂行 技能 獲得 学習 一人一人 意図 受

入 社会文化的 実践 十全的参加者 通 意味 形作 述
9

状況的学習 例 徒弟制 挙 徒弟 見習 親

方 熟練者 関係 学生 教師 講師 関係 同様 人々 思考 行為 時間 空間

内 位置付 意味 知識 学習 関係的

意味 交渉 negotiation 作 学習活動 関与 人々

関心 持 主張 基礎

学習活動 状況的 活動 意味 幅広 理解 全人格 取

込 共 事実的知識 受容 強調 世界

中 世界 共 行 活動 重視 行為者 活動 世界 互 相手 作 上

見方

 3. 

1991 著 書 Situated Learning Legitimate Peripheral 

Participation 訳書 状況 埋 込 学習 正統的周辺参加 中 社会的実践 理

論 行為者 世界 活動 意味 認知 学習 知 関係論的相互依存性 強調

意味 本質的 社会的 交渉 強調 活動 従事中 人

思考 行為 関与的性格 強調 述 10 思考 行為

相互作用 社会的実践 関係論的相互依存 大切

社会的実践 参加 学習 基本的 形態 状況的学習

重要性 説 実際 状況的学習 行 簡単 議論

同著書 中 実践例 徒弟制 多 使用

地方 族 産婆 族 族 仕立 屋

海軍 操舵手 作業習得場面 肉屋

禁酒中 依存症者 5 学習 例 取 状況的学習 方 説

明 族 産婆 例 積極的 教育 熟練者 産婆術 経験

状況的学習 学 教育 目的 明確 授業

授業 価値 下 示 族 族 仕立 屋

例 重要性 暗示 仕立 順 追 教

逆 先 全体像 把握 段階 最終形 部分 貢献
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理解 教育 目的 順序 重要性

説 海軍 操舵手 作業習得 例 分散 複雑 仕事 内容 習得

一 一 業務内容 理解 不十分 流 他 作業者 相互 関

重要性 記載 時 前 踏 出 力 考 抜 力

働 力 現代 社会人基礎力 重要性 述

肉屋 例 実践的 学習経験 積 必 学習効果 高

実例 示 徒弟制 効果的 説明

労働効率 高 新 徒弟 来 同 工程 繰 返 作業 全域 見

熟練 学習的効果 低 状況的学習 行 十分 中身

重要 形式的 実践 学習効果 高 示唆 最後

依存症者 例 挙 依存症 入門者 徒弟 古参者

取 入門者 変化 注目 古参者 集会 中 自

飲酒歴 最初 一杯 避 自分自身 依存症者

気付 多 伝 入門者 他 見 依存症者

事実 自己分析 依存症 飲酒者 意識 違 気 付

形成 例 他 徒弟制 4例 異質

状況的学習 目標 課題 知識獲得 表現 心理的 側面 言及

徒弟制 親方 徒弟 関係 実践 驚 多様 暗示

学習 情報 伝達 実践 関 対 機会

中 展開 熟練 親方 親方自体 実践共同体 組

織 一部 解釈

教育 学習 時代 進化 遂 実践 複雑 形態 通

我々教育者 学習 常 見直 必要 特 教育 社会環境 中 育

学習 中 社会的実践 学習 社会的実践 中 考 方

大事 我々 状況的学習 実践

著書 Situated Learning Legitimate Peripheral Participation 中 何

学習 何 教 同

述 11 教 学習 捉 十分条件

単純 授業 学習 不十分 身 学習 何

重要 学校教育 位置 疑問 持 学校教育

世界 一般的 大人 世界 関係 学校 実践 学校 授

知識 学校 仕組 中 意味 持 重要
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同著書 中 熟練 親方 中 親方

一部 実践共同体 中 述 12 学校教育 置 換

学習 教育者 中 教育者 一部 実践共同体 中

学習 授業 中 賄 非現実的 状況的学習 本質 常 見極

実践共同体 有効 活用 大切 考

 4. 

状況的学習 社会的実践 中 考 方 前章 述 通 実際 状況的

学習 大学 授業 取 入 社会人基礎力向上 効果

1946 National Training Laboratories 学習経験

分類図 提唱 平均学習定着率 Average Learning Retention Rates 調査 図表 1 示
13 表現 授業 半年後 内容 覚

学習形式 分類比較 抽象的 具体的 次元 沿

11 段階 分類 調査 見 言語的象徴 視覚的象徴 講義形式

半年後 5 覚 演劇参加 雛型経験 直接的 目的 応 経験

自 経験 状況的学習 75 記憶 残 結果

講義形式 授業 状況的学習 学習定着率 観点 優

図表 1
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状況的学習 実際 大学教育 中 程度 効果 示 検

証 社会人 対 調査 行 社会人基礎力 状況的学習 意味

定義 事前 周知 上 遂行 周知 文章 以下

通

社会人基礎力 企業 組織 中 仕事 行 上 必要 基礎的 能力

状況的学習 様々 社会実践 実務活動 学習環境 状況 通 学 知識

技能 習得

調査名称 社会人 関 社会人基礎力 状況的学習 関 調査

調査期間 2017年 5月 7月

調査対象 社会人 契約社員 経営者 出身学部 偏 幅広 調査

件　　数 社会人 51件

調査方法 web

図表 2. 大学 状況的学習 取 入 授業 行
社会人基礎力向上 繋 思

図表 3. 就職活動 行 状況的学習 必
要 思

図表 4. 経営学部 十分 状
況的学習 行 思
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図表 2 示 大学 状況的学習 取 入 授業 行 社会人基礎力向上

繋 思 社会人 対 調査 79.4 人 思 思

答 多 社会人 状況的学習 社会人基礎力 直結 考

分 図表 3 就職活動 行 状況的学習 必要 思

問 対 回答 思 思 回答 69.8 就職活動

状況的活動 有効 考

状況的学習 社会人基礎力向上 就職活動 良好 影響 考

大学 学部 状況的学習 実践 現実 理工

学部 力学検証 科学実験 医学部 臨床実習 栄養学部 調理実習 福祉学部 介護実習 教

育学部 教育実習 実務要素 非常 多 含 学習 経営学部 学内 行

実習 授業 少 問題視 図表 4 状況的学習 経営学部

程度行 調査 経営学部 十

分 状況的学習 行 質問 対 思 思 回答

32.1 多 社会人 状況的学習 不足 捉

 5. 

社会人基礎力 向上 教育現場 大 課題 多 大学 社会人基礎力 高

多種多様 施策 行 筆者 所属 東京富士大学 社会人基礎

力 高 重要課題 感 実務 IQ 掲 IQ Integrity 

Quotient 実務能力 統合 人材 育成 目指

本学 地元企業 連携 取 授業 中 企業 訪問 GMT 地元 企業訪問

会社 連携 実際 現場 経験 積 各種 実習 企業

情報 活用 学 経営情報学 状況的学習 実践 授業

活動 多 行

図表 5 一例 挙 社会人基礎力 主 要素 合 表示

特 実習 様々 実戦形式 学 多 体験 行 可能
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図表 5 本学 行 状況的学習 例

状況的学習 取 入 社会人基礎力向上 繋

状況 中 社会人 実際 働 始 新入社員 捉 図表 6 示

新入社員 状況的学習 不足 感 問 対 思

思 答 社会人 60 上 各大学 多 取 組 行

入社時点 状況的学習 不足 考

経済産業省 身 能力水準 企業 学生 大 意識 差

指摘 図表 7 経済産業省 行 大学生 社会人観 把握 社会人基礎力

認知度向上実証 関 調査 結果 示 既 身 思 能力 不足

思 能力 学生 企業 比較 結果 粘 強 力 主体性

力 関 学生 認識 十分 企業 認識 足

双方 意識 示 語学力 業界

専門知識 PC 関 学生 認識 足 対

企業 認識 良

調査名称 新入社員 状況的学習 関 意識調査

調査期間 2017年 5月 7月

調査対象 社会人

件　　数 社会人 51件

調査方法 web
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図表 6 新入社員 状況的学習 不足 感

本学 図表 8 示 同様 調査 自分 不足 能力 関 調査

2015年 10月 12月 学生 114件 企業 36件 対 行 結果 多

経済産業省 調査 同様 結果 得 経済産業省 調査結果 本学 行 調査結果

違 見受 自分 不足 思 能力 経済産業省 調

査 本学 調査 方 高

項目 力 力 適応力 力

学生 能力 重要 認識 考

項目 意識 高 本学 上記実務 IQ 推奨 実務能力向上 力 入

効果 表 可能性 考

図表 7 大学生 社会人観 把握 社会人基礎力 認知度向上実証 関 調査 
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図表 8 自分 不足 思 能力 関 本学調査
鬼木 志塚 2016 経営学部 教育 状況的学習 重要性

本学学生 社会人基礎力 状況的学習 捉 調査 行 結

果 以下 示 社会人 対 行 調査 同様 社会人基礎力 状況的学習 意味

定義 社会人 調査 同様 事前 周知 上 遂行

調査名称 本学学生 社会人基礎力 状況的学習 関 調査

調査期間 2017年 5月 7月

調査対象 本学経営学部学生 2年生 4年生

件　　数 81件

調査方法 web

図表 9 状況的学習 社会人基礎力向上 効果
思

図表 10 社会人基礎力 授業外学習 通 学
方 身 思

結果 図表 9 示 状況的学習 社会人基礎力向上 効果 思

問 対 92.2 学生 思 思 回答 図表 10



101

13社会人基礎力 向上 与 状況的学習 効果 鬼木

社会人基礎力 授業外学習 通 学 方 身 思 問 対 87.7

学生 思 思 回答 多 学生 社会人基礎力向上 状

況的学習 効果的 考 加 授業外学習 社会人基礎力向上 有効

考

学生 社会人基礎力 要素 中 要素 自信 深 図表

11 複数回答 行 結果 示 最 多

次 多 実行力 結果 本学 経営学部 中 経営学科

学科 学科 特 学科 活動 機会 多

集計 行 学科 集計結果 図表 12 示

学科 回答率 全体 38 結果

学科 実行力 自信 学生 特 多

図表 11 社会人基礎力 中 自信 能力 学生 複数回答

図表 12 社会人基礎力 中 自信 能力 学科 集計 複数回答
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多 学生 状況的学習 社会人基礎力 効果 考 授業

外学習 社会人基礎力 身 感 状況的学習 学生

能力 高 効果 図表 8 示 本学調査 本学学生

力 力 主体性 責任感 独創性 特 不足 感

本学 状況的学習 受講 学生 対 学習 上記能力 高

調査 行 授業科目 図表 5 紹介 経営情報学

研究 活 介助

即興 救助救命講習 GMT企業訪問

加 少人数 双方向 授業 行 専門演習

調査名称 本学 状況的学習受講者 社会人基礎力要素向上効果 関 調査

調査期間 2017年 5月 7月

調査対象 本学経営学部学生 2年生 4年生 本学 状況的学習授業受講者

件　　数 203件

調査方法 web

図表 13 授業 力 高
思

図表 14 授業 力 高
思

図表 15 授業 主体性 高
思

図表 16 授業 責任感 高
思
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図表 17 授業 独創性 高
思

本学 状況的学習 受講 学生 調査結果 図表 13 17 示 図表 13

授業 力 高 問 対 思

思 回答 73.3 図表 14 授業 力 高

思 問 思 思 回答 63.1 図表 15

授業 主体性 高 思 問 思 思

回答 71.4 図表 16 授業 責任感 高 思 問

思 思 回答 64.5 図表 17 授業 独創性 高

思 問 思 思 回答 63.5

非常 高 数値

質問項目 変数 回答 数値化 因子分析 行 回答

思 5 思 4 言 3 思 2 全

思 1 因子分析 固有値表 図表 18 因子 協働能力 実務意識

因子負荷量 図表 19 示 因子 推定方法 最尤法 因子 回転 斜交回転 

法

1 3.2839 46.91 46.91 2.8157 40.22 40.22 2.5980

2 1.4009 20.01 66.93 1.0444 14.92 55.14 1.7602

3 0.7121 10.17 77.10

4 0.5827 8.32 85.42

5 0.4312 6.16 91.58

6 0.3348 4.78 96.37

7 0.2543 3.63 100.00

図表 18 因子分析 固有値表
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1 2

0.0023 0.6797

-0.0032 0.8198

0.8710 -0.1349

0.8698 -0.1068

0.5435 0.2547

0.5560 0.3113

0.4528 0.2681

図表 19 因子 因子負荷量

学生 203件 授業 開催場所 因子得点 分析 行

開催場所 分類 以下 通

教　　室 専門演習 経営情報学

学内施設 研究 活 介助

即興 救急救命講習

学　　外 GMT企業訪問

図表 20 開催場所 実務意識 因子得点 平均値

教室 行 授業 力 力 主体性

責任感 独創性 因子得点 低 学内 教室以外 施設 活用 授業 主体性

独創性 因子得点 高 学外 行 授業 力 力 因

子得点 高 分析 教室 授業 受動的

能動的 選 学内施設 行 授業 研究

活 介助 救急救命講習 日常的

高 独創性 感 主体的 時間 多 結果 反

映 学外 出 必然的 大学関係者以外 人 接触 増

力 力 因子得点 高 考 因

子分析 行 学外授業 社会人基礎力 各能力 中 特

力 力 対 高 効果 示 明
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図表 20 授業開催場所 実務意識 因子得点 平均値

本学 状況的学習 受講 卒業生 就職後 学習効果 関 実際 声

紹介

事例 1　郵便局勤務　男性

GMT企業訪問 地元企業 訪問 授業内 質疑応答 郵便局内

目上 方 接 方 話 方 活

事例 2　 業務　女性

研究 授業 受 時 経験 仕事 際 新

発想 結 感

事例 3　 業　男性

活 介助 車椅子 補助 必要 人 体験 思 活動

参加 相手 配慮 相手 合 会話術 学 業務 中 自 行動

思

事例 4　商品 卸売業　女性

参加 裏方 作業 行 経験 販売促進 場

積極性 繋 感 呼込 時 対応 積極的
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状況的学習 中 得 経験 知識 実業務 中 様々 場面 活

特 学内施設 学外 行 授業 実践的 印象的 多

実務 中 繋 感 GMT企業訪問

学外授業 因子分析 力 力 高 因子

得点 卒業生 効果 発揮

研究 活 介助 学内施設 行 授業 主体性 創

造性 高 因子得点 実業務 中 自 取 組 姿勢 発想力

活 部分 感 状況的学習 多 場面 実務 影響 与

社会人基礎力 向上 寄与

 6. 

文科省 省令 定 大学設置基準 授業外 含 45時間 学修 1単

位 規定 授業時間 1時限 90分 2時間 授業 計算 定

義 半期 2単位 授業 毎週 4時間 授業外学習 必要 計算 仮

半期 16単位取得 場合 週 12時間 授業時間 加 週 32時間 授業外学習 必

要 土日 除 週 5日 割 1日 2.4時間 授業 6.4時間 授業外学

習 必要 現状 図表 21 東京大学大学経営政策研究

CRUMP 2009 2006年 2008年 44,905人対 行 全国大学生調査

学生 1日 実質活動時間 平均 8.2時間 授業時間 実験 含 2.9時間 授

業 予習 復習 卒論 時間 合 4.6時間程度 現状

図表 21 学生 活動時間分布 東京大学大学経営政策研究 2009 全国大学生調査
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授業外学習 考察 学習 予習 復習 勉

強 社会人基礎力 高 命題 考 授業 勉強以外

日常 中 授業外学習 同様 効果 得 可能 考 社会 出

明記 稀 求 知識 適用 場面 自 判断 社

会人基礎力 使 多 人 成果 創 上 例 実行委員

活動 活動 日常的 行動 中 社会人

基礎力 高 重要 考 広 見 学習 実際 江口

2009 業務 習得 企業文化把握 活動

能力 育成 効果 報告 14

状況的学習 多様性 述 社会的実践 相

互 価値 主張 実践共同体 多 場所 存在 共同体 選択

重要

授業外学習 社会人基礎力 効果 検証 5章 本学学生 社会人基礎力

状況的学習 関 調査 調査 実行委員経験者 経験者 経

験者 集計 分離 経験者 社会人基礎力達成度 分析 図表 22

本学学生 社会人基礎力 程度満 思 全体集計 81名 結果

自分 社会人基礎力 程度満 問 対 28.1 学生 思

思 回答 実行委員 行 学

生 意識 図表 23 示 社会人基礎力 程度満 思

問 対 実行委員経験者 38名 42.1 図表 24 経験者 19名

47.3 図表 25 経験者 68名 43.1 思 回答

実行委員 授業外学習 経験 学生 社会人

基礎力 満 感 人 多

図表 22 社会人基礎力 程度満
思 全体集計

図表 23 社会人基礎力 程度満
思 実行委員経験者
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図表 24 社会人基礎力 程度満
思 経験者

図表 25 社会人基礎力 程度満
思 経験者

図表 26 学生 社会人基礎力向上 効果 思 授業外学習 何 調査

学生 留学 活動 活動

地域貢献 旅行 社会人基礎力向上 高 効果 感 同様

質問 社会人 行 結果 図表 27 社会人 旅行

留学 社会人基礎力向上 影響 大 考 留

学 活動 多 大学 力 入 社会人基礎力向上 繋 周知 事

実 地域貢献 旅行 地域貢献 関 2013年

度 文部科学省 開始 大学 自治体 連携 全学的 地域 志向 教育 研究 地域

貢献 進 大学 地 知 拠点整備事業 大学 COC 各大学 観光

複合的 授業 実施 観光 旅行 関係 地域政策学部 観光

学部 学部 設立 大学 PBL型授業 積極的 取 入 本学

観光 地域活性 力 入 地域 観光 展示会 会議 運

営 学 観光客 呼 込 商品開発 施設 企画 誘致 人員手配

必要 知識 習得 行 図表 28 実際 社会 出 学生時代

経験 活 問 社会人 最 多

活動 旅行 続 図表 29 今 社会人基礎力

向上 効果 思 問 対 学生 回答 図表 30 社会人基

礎力向上 効果 思 同様 問 対 社会人 回答結果

思 思 回答 全体 73.2 75.0 非常 高 学生 社会人

社会人基礎力向上 効果的 考 図表 31

職種 社会人基礎力向上 効果 思 聞 結果 関

連 IT PC関連 飲食店 上位 占 社会人 必要

能力 力 身 職種
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中 授業外学習効果 高 選択 重要 示

調査名称 社会人基礎力向上 関 調査

調査期間 2017年 5月 7月

調査対象 本学経営学部学生 2年生 4年生 社会人

件　　数 学生 81件 社会人 51件

調査方法 web

図表 26 社会人基礎力向上 効果 思 授業外学習 学生 複数回答

図表 27 社会人基礎力 身 効果 思 社会人 複数回答

図表 28 実際 社会 出 学生時代 経験 活 社会人 複数回答
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図表 29 今 社会人基礎力向上 効
果 思 学生

図表 30 社会人基礎力向上 効果
思 社会人

図表 31 職種 社会人基礎力 向上 効果 思 何
社会人 複数回答　鬼木 2017 状況的学習 主体性向上 関 分析

関口 2010 大学生 経験 形成 関 主因子法

回転 因子分析 行 15 因子 多様性 職務自由度 主体的

行動 主体的 行動 焦点 職場 自己効力感 就

職活動事故効力感 設定

多様性 具体的項目

 1. 仕事 進 必要

 2. 仕事 終 異 使

 3. 仕事 複雑 高 求

 4. 仕事 数多 求

主体的 行動 具体的項目

 1. 将来 仕事 職業 家族 友人 先生 話 交

 2. 将来 仕事 職業 必要 思 知識 身

 3. 将来 仕事 職業 役立 経験
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 4. 将来 仕事 職業 得 積極的 人脈 増

 5. 将来 仕事 職業 家族 友人 先生 積極的 求

 6. 将来 仕事 職業 情報 得 積極的 人脈 増

 7. 卒業後 自分 仕事 何 成 遂 考

 8. 私 卒業後 自分 仕事 練 計画 持

焦点 具体的項目

 1. 仕事 自分 最 合

 2. 組織 会社 自分 最 合

週 時間 含 階層的重回帰分析 週

時間 主体的 行動 関係 示 図表 32 示 結果 主体的

行動 週 時間 対 上 凸 曲線 時間 長

主体的 行動 低下 主体的 行動 最 高 週

時間 高 多様性 低 多様性 異

高 多様性 10時間 低 多様性 24時間

分 必要 従事 場合 短

時間 形成 度合 高 最適 時間 短

図表 33 週 時間 焦点 関係 示 週

時間 対 焦点 上 凸 曲線 時間

長 仕事 組織 自分 合 理解度 落 示

主体的 行動 焦点 時間 対 最

適値 存在 長

図表 34 文部科学省国立教育政策研究所 週当 時間 授業出席時

間 関係 示 週当 21時間以上授業 出席 学生 割合

学生 43.1 時間 週当 1 10時間 学生 37.4 週当

11 20時間 学生 38.0 週当 21時間以上 学生 35.5 時間 長

授業 出席率 低下 図表 35 週当

時間 授業 予習 復習時間 関係 示 時間 長

予習 復習 時間 明 短

社会人基礎力向上 効果 考 職種 勤務内容 勤務時間

多 部分 効果 差 見 勤務時間 多 効果 低 加 時間外

学習 最 重要 予習 復習 時間 影響 与
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図表 32 週 時間 主体的 行動
日本 学会年報 2009 正課外活動 経験比較

図表 33 週 時間 焦点
日本 学会年報 2009 正課外活動 経験比較

週当 授業 出席時間
計10時間以下 11 15時間 16 20時間 21時間以上

週当

時間

0時間 11.6 17.1 28.1 43.1 100

1 10時間 17.4 19.4 25.8 37.4 100

11 20時間 10.6 19.8 31.7 38.0 100

21時間以上 18.3 57.5 16.7 7.5 100

図表 34 週当 時間 授業出席時間 関係
文部科学省　国立教育政策研究所 2016 大学生 学習実態 関 調査研究
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週当 授業 予習 復習 時間
計0時間 1 5時間 6 10時間 11時間以上

週当

時間

0時間 11.0 54.0 20.4 14.6 100

1 10時間 12.7 58.0 18.0 11.4 100

11 20時間 12.9 58.9 18.4 9.8 100

21時間以上 18.3 57.5 16.7 7.5 100

図表 35 週当 時間 授業 予習 復習時間 関係
文部科学省　国立教育政策研究所 2016 大学生 学習実態 関 調査研究

調査結果 授業外学習 社会人基礎力向上 効果 中 特

社会人基礎力向上 有効 職種 中

効果 差 関連 IT PC関連 飲食店 社会人基礎力向上 大 影響

示 効果 内容 時間 大 影響 受 高

最適労働時間 短 職務自由度 高 最適労働時間 長

社会人基礎力向上 大 効果 得

種類 時間 内容 多 要素 考慮 必要 明

 7. 

社会人 学生 調査結果 基 検討 状況的学習 社会人基礎力向上 効果

明 著書 Situated Learning 中

記載 通 状況的学習 非常 多様 内容 重要 真 社会人基

礎力向上 自分自身  社会 活躍 持 自 目標 設定 取 組

 重要 考 双方向 授業 行 学生

参加 促 大切 教員  敷 社

会 主体性 必要 決 繰 返

新 多 触 自 課題発見 解決手段 考 出 訓練 行 継続的 成

長  期待

社会生活 計画通 周囲 協力 得 見方 変 工夫

目標 近 個人 飛 抜 能力

協働 壁 乗 越 経験 大 価値 主張 教員 何 教

学生 明確化 主体的 本気 取 組 環境 提供

重要 考 社会人教育 中 多 取 入 要因

指示 考 考

工夫 不可欠 感 学習 教員 学生 知識 伝達 学生 中心
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知識 学生 構成 創造 獲得

今回 研究 社会人基礎力 向上 教室 授業 不十分 施設

活用 学外 授業 効果的 状況的学習 関 学生 社会

人 調査 行 因子分析 学外授業 行 社会人基礎力 能力 中 特

力 力 対 高 効果 示 明

社会人基礎力 向上 授業 日常 活動 中 授業外学習 効果

検証 行 結果 特 学生 旅行 留学

参加 社会人基礎力向上 高 効果 感 如何 授業外学習 考 方

有効活用 課題 職種 勤務内容 勤務時間 社会

人基礎力 影響度 異 内容 精査 重要

学習活動 状況的 活動 述 活動 従事中

人 思考 行動 関与的性格 強調 実行委員

活動 行 社会人基礎力 高 人 関係性 中 意識

重要 活動 中 目的 明確 自 何 学

部分 意識 理解 社会人基礎力 高 大

要素 考

本稿 授業 中 授業外学習 状況的学習 効果 高

仮説 設定 検証 行 授業外学習 学生 選択 推奨

授業以外 行動 今後 課題

授業外学習 行動分析 心理分析 行 社会人基礎力向上 与 影響

詳細 分析 必要 考

 1  経済産業省 2018 P.3

 2  文部科学省 2018 PP.20-33

 3  文部科学省 2017 P.13

 4  藤井 平尾 2010 P.32

 5  川田 稲吉 千葉 2015 P.206

 6  東京富士大学 実務能力 統合 人材 育成 目指 実務 IQ

掲 実務 IQ I Intelligence Integrity 統合 調和 Q

Quotient 指数
 7  1991 著書 Situated Learning Legitimate 

Peripheral Participation 訳書 状況 埋 込 学習 正統的周辺参加 佐伯胖訳 産業図書
状況的学習 教 学 経験 常 活動 実践 中 埋 込
定義

 8  松本大 2006 P.219
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 9  1991 PP.1-12

  正統的周辺参加 学習者 実践共同体 参加 際 新参者 古参者 関係 社会的実
践 統合的 不可分 側面 考 方 共同体 周辺的参加 向

十全的参加 呼
 10  1991 P.26

 11  1991 P.17

 12  1991 P.75

 13  言葉 Edgar Dale著 Audio-Visual method in teaching 1956

提唱 言葉 図表 1 元 日本語訳
 14  江口 2009 PP.34-37

 15  関口 2010 PP.75-82

経済産業省 2018 人生 100年時代 社会人基礎力
文部科学省 2018 第 3期教育振興基本計画 答申
文部科学省 2017 小中学校新教育課程説明会 中央説明会 文部科学省説明資料
藤井文武 平尾元彦 2010 社会人基礎力 高 授業 実践 産学連携PBL授業
取組 大学教育 第 7号

川田博美 稲吉由味子 千葉 2015 社会人基礎力 育成 協働型
実践 教育 情報学会 第 40回全国大会

1991 状況 埋 込 学習 正統的周辺参加 佐伯胖訳 産業図書
松本大 2006 状況的学習 成人教育 東北大学大学院教育学研究科研究年報 第 55集第 1号
総務省統計局 2017 学校基本調査
鬼木一直 志塚昌紀 2016 経営学部 教育 状況的学習 重要性 企業 経営学
士 求 能力 関 研究 日本教育情報学会年会論文集 第 32回年会

1975 教育課程 児童学的分析 柴田義松 森岡修一訳 明治図書 原著 1933年
東京大学大学経営政策研究 2009 全国大学生調査
江口彰 2009 正課外活動 経験比較 日本 学会年報
鬼木一直 2017 状況的学習 主体性向上 関 分析 授業外学習 促進 日本教育情報
学会論文集 第 32回年会
関口倫紀 2010 大学生 経験 形成 日本労働研究雑誌
文部科学省　国立教育政策研究所 2016 大学生 学習実態 関 調査研究
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